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■�長瀬高浜遺跡発掘調査報告
■事業者応援制度

　町特産のウメ「野花豊後」の花が３
月 10 日ごろに見頃を迎え、甘い香りを
漂わせ、春の訪れを告げていました。（関
連記事は 29ページ）



　
さ
く
ら
工
芸
品
工
房
は
、
旧
桜
小
学
校
跡
地
を
改
築
し
、
カ
フ
ェ
・
手

織
り・活
版
印
刷・ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー・ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を
営
む
人
が
入
居
。

工
芸
活
動
を
は
じ
め
、
販
売
や
見
学
・
体
験
教
室
を
実
施
し
、
来
訪
者
が

文
化
や
工
芸
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
と
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
文
化
が
芽
吹
く
場
所

１階

▲
玄関

Librarie by HAKUSEN

アート工房　ちいさいたね

２階

W & Co.

月夜繪葉書店

３階

jig theater

共用会議室

　オリジナル絵はがきなどを販売する絵
葉書店
■営業時間
　土曜日 11 時～ 17 時
■�問い合わせ　藤田美希子（ メ ー ルア

ドレス：mikiko.fujita@gmail.com）

月
つ き よ え は が き て ん

夜繪葉書店

　ここだけしか買うこ
とができない絵はがき
を販売しています。ま
た、活版印刷のワーク
ショップも行っていま
すので、ぜひお越しく
ださい！

アート工房　ちいさいたね
　自分の感じるままに自由に表現する手織
り「さをり織り」を体験できる工房
■営業時間
　土・日曜日　※ 不定休
■�問い合わせ　阪井悠華（メールアドレ

ス：art.smallseeds@gmail.com）

　 さ を り 織 り で マ フ
ラーづくりなどを体験
することができます。も
のづくりが苦手な人で
も簡単にできますので、
ご予約の上、お越しくだ
さい！

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

さ
く
ら
工
芸
品
工
房

春には、桜が咲き誇ります！
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１階

▲
玄関

Librarie by HAKUSEN

アート工房　ちいさいたね

２階

W & Co.

月夜繪葉書店

３階

jig theater

共用会議室

　雑貨やオリジナルのスワッグ（ドラ
イフラワーなどを束ねた飾り）やリー
スおよび植物を販売するアトリエ
■営業時間　
　インスタグラムをご覧ください。
■�問い合わせ　インスタグラムのダ

イレクトメッセージで問い合わせ
てください。

W & Co.

　 好 き な ド ラ イ フ ラ
ワーやプリザーブドフ
ラワーを選んで、自分だ
けのスワッグやリース
を作成することができ
ます。誕生日などのお祝
い事にいかがですか。

jig theater
　戸惑いをコンセプトに映画を上映する
県内唯一のミニシアター
■４月の営業時間
　13 日、14 日、15 日、20 日、21 日、24 日、
27 日、28 日（月ごとに変わります）
■�問い合わせ　柴田・三宅（メールアド

レス：jigtheater@gmail.com、ホームペー
ジ：https://jig-theater.tumblr.com）

Librarie by HAKUSEN
　コーヒーやサンドイッチ、焼き
菓子を食べることができるカフェ
■�営業時間　土日平日ともに 11 時

30 分～ 17 時
■問い合わせ
　（℡ 32-1033）

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　毎月、監督特集や新
作映画など、１テーマ
を取り上げて上映して
います。４月は三宅唱
監督の「夜明けのすべ
て」を上映します。ぜ
ひお越しください！

インスタグラム▶

　 旭 に あ る カ フ ェ
「HAKUSEN」 で は 食 べ

ることができないサン
ドイッチなどを用意し
ています。本と一緒に、
ゆったりとした時間を
楽しんでください。
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密
集
す
る
竪
穴
建
物
群
を
発
見
！

　

令
和
５
年
度
の
調
査
で
は
、
古

墳
時
代
の
集
落
跡
や
古
墳
、
平
安

時
代
の
建
物
群
、
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
時
代
の
畠は

た
け

跡
な
ど
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
集
落
が

最
も
栄
え
た
古
墳
時
代
初
め
ご
ろ

（
約
１
７
０
０
年
前
）
の
竪た

て
あ
な穴
建
物

新発見がぞくぞくと
　長瀬高浜遺跡の発掘調査

　
一
般
国
道
９
号
「
北
条
道
路
」
の
改
修
事
業
に
伴
う
、
長

瀬
高
浜
遺
跡
の
記
録・保
存
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
、（
公
財
）

鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
調
査
室
に
よ
り
令
和
４
年
度
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
令
和
５
年
度
の
調
査
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
５
月
か
ら
は
、
最
終
年
度
と
な
る

３
年
目
の
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

跡
が
60
棟
以
上
、
井
戸
跡
が
10
基

程
度
見
つ
か
り
ま
し
た（
写
真
①
）。

　

こ
の
う
ち
、
竪
穴
建
物
跡
は
過

去
の
調
査
も
合
わ
せ
る
と
３
０
０

棟
を
超
え
、
古
墳
時
代
の
集
落
跡

と
し
て
は
山
陰
最
大
級
で
す
。
建

物
内
か
ら
は
膨
大
な
量
の
土
器
が

出
土
し
て
お
り
、
重
量
に
換
算
す

る
と
５
㌧
以
上
に
及
び
ま
す
（
写

真
②
）。
竪
穴
建
物
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、囲い

ろ

り

炉
裏
跡
の
発
見
で
す
。

灰
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
巡
ら
せ
た

土
手
が
良
好
に
残
り
、
囲
炉
裏
内

か
ら
は
炭
の
固
ま
り
が
出
土
し
ま

し
た
（
写
真
③
）。
周
囲
で
は
こ

の
囲
炉
裏
で
使
用
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
鍋
（
甕か

め

）
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
も
出
土
例
が
な

い
珍
し
い
発
見
で
、
よ
く
分
か
っ

て
い
な
い
当
時
の
囲
炉
裏
の
構
造

や
調
理
方
法
の
解
明
に
つ
な
が
る

画
期
的
な
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

井
戸
跡
が
多
い
点
も
注
目
さ
れ

ま
す
。
８
万
平
方
㍍
に
及
ぶ
過
去

の
調
査
で
は
井
戸
跡
は
12
基
し
か

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、全
体
の
半
数
近
く
の
井
戸
が
、

令
和
５
年
度
の
調
査
区
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
木
枠
や
石
組
み
を
持
た
な
い

素
掘
り
の
井
戸
で
、
調
査
時
に
も

き
れ
い
な
真
水
が
湧
き
続
け
ま
し

た
（
写
真
④
）。
調
査
地
は
遺
跡

の
中
で
も
標
高
が
最
も
低
く
、
砂

丘
間
に
で
き
た
く
ぼ
地
（
谷
）
に

あ
た
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に

オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
場
所
で
あ

り
、
豊
富
な
地
下
水
の
存
在
が
、

人
々
が
長
い
年
月
に
わ
た
り
こ
の

砂
丘
地
に
住
み
続
け
た
要
因
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
発
見
の
古
墳
か
ら
人
骨
が
出
土
！

　

長
瀬
高
浜
遺
跡
で
は
過
去
の
調

査
で
44
基
の
古
墳
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
今
回
新
た
に
３
基
の

写真②写真③写真④

写真①

▲長瀬高浜遺跡キャラクター
　「羽久津調査員」

▲�素掘りの井戸跡 ▲�全国的に出土例がない囲炉裏跡 ▲�建物跡から出土した大量の土器

◀
長
瀬
高
浜
遺
跡

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
き
ぬ
ち
ゃ
ん
」

新発見がぞくぞくと
　長瀬高浜遺跡の発掘調査
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●調査室ホームページ

● YouTube 動画

【問い合わせ】
（公財）鳥取県教

育文化財団調査室
（℡ 35-5335）

古
墳
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
１
基
は
墳
丘
の
直
径
が
13

㍍
の
円
墳
で
、
古
墳
の
中
央
か
ら

板
石
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ

た
石
棺
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す

（
写
真
⑤
）。

　

石
棺
内
か
ら
は
人
骨
の
か
け
ら

や
歯
が
出
土
し
、
石
製
の
枕
の
配

置
か
ら
一
つ
の
棺ひ

つ
ぎ

に
２
人
埋
葬
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
副
葬
品
と
し
て
納
め
ら
れ
た

鉄て
つ
ぞ
く鏃
（
矢
の
先
端
に
付
け
る
鉄
製

の
や
じ
り
）
が
４
点
出
土
し
ま
し

た
。
古
墳
は
集
落
が
衰
退
し
た
後

の
古
墳
時
代
後
半
（
約
１
５
０
０

年
前
）
に
つ
く
ら
れ
、
こ
の
地
で

活
躍
し
た
有
力
者
の
墓
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
発
掘
調
査
は
、

昨
年
度
の
調
査
地
の
東
隣
で
行
い

ま
す
。
集
落
跡
や
古
墳
の
続
き
が

見
つ
か
る
可
能
性
が
高
く
、
ど
ん

な
新
し
い
発
見
が
あ
る
の
か
、
ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　最新の調査成果とともに、現地からそのまま剥ぎ取っ
て保存した古墳時代の囲炉裏跡を初公開します。全国で
も例のない貴重な発見をぜひご覧ください。
■期間・場所
▼４月 15 日（月）～ 26 日（金）＝役場本庁舎玄関ロビー
▼５月 15 日（水）～ 26 日（日）＝町立図書館
▼５月 29 日（水）～６月９日（日）＝中央公民館泊分館

発掘調査速報展「砂に埋もれた古墳時
代の大集落　長瀬高浜遺跡」

写真⑤

イベント

注目出土品
▶�

完
全
な
形
で
出
土
し
た
古
墳

時
代
の
鍋
（
甕
）

▶
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
鉄
鏃

●調査予定図

▲�ヒスイ製の勾
まがたま
玉 ▲�銅

どうぞく
鏃（銅製のやじり）

注目出土品

最新の発掘成果は、ホームページや
SNS などで発信しているよ。私が出
演する YouTube 動画もぜひ見てね。

5 広報ゆりはま



事
業
者
支
援
制
度

　
創
業
、
新
事
業
進
出
、
販
路
開
拓
や
雇
用
に
関
す
る
各
種

補
助
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
内
容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、役
場
産
業
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　町内に住所を有する▼シニア世代 (55 歳以上の人）▼子育て
世代の女性（18歳までの子どもがいる女性）▼就職氷河期世代
（昭和 45 年４月２日から昭和 60 年４月１日までの間に生まれ
た人）▼移住定住者（県外に１年以上居住していた人）―を正
規雇用した町内事業者を支援します。
■対象者　
　次の要件を全て満たす事業者
①�町内に事業所（公的団体などは除く）を有すること
②雇用保険法の適用事業の事業者であること
③�雇用促進計画を町に認定された日から６カ月以上継続雇用

していること
④�他の被雇用者を事業者の都合によって解雇していないこと
⑤町税および公共料金を滞納していないこと
⑥�賃金台帳などの法定帳簿類を備え付けていること
⑦賃金の支払いが遅滞なく行われていること
■対象となる被雇用者
　次の要件を全て満たす町内在住者
①雇用保険の被保険者
②�事業主が個人事業者の場合、事業主の三親等以内の親族で

ない人
■奨励金の額　１人につき 20 万円

雇用促進奨励金❶

　新たに事業を開始する事業者や規模拡大を行う事業者の工場・事業所など
の新設・増設または移設する際の設備投資に係る費用の一部を支援します。
■対象業種
　製造業、ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業、インターネット付
随サービス業、自然科学研究所、デザイン業、機械設計業、職員教育施設・
支援業、本町の経済の活性化に寄与するものとして町長が認める業種
■補助要件
　次のいずれかの要件を満たすこと
①投資額３千万円以上（固定資産への投資額及び５年間分の賃借料の計）
②�雇用者数が３人以上純増または雇用維持＋付加価値額の伸び率が年４％

以上
■補助金額および補助率
　補助上限額は次の①～④の合計額（最大５千万円）
①固定資産取得費用の補助
＝補助率 10％（工場などの新設、規模拡大を目的とした増設または移設事
　業のため、土地・家屋・償却資産の取得に要する費用）
②初年度リース・賃借料の補助
＝補助率 25％（契約期間５年以上のもの）
③少額資産取得費用の補助
＝補助率 10％（20 万円未満の資産）
④人材確保費用の補助
＝補助率 25％（１人当たり 15 万円、合計 45 万円が上限）

企業立地事業補助金❷

【問い合わせ】
役場産業振興課

（℡ 35-5383）

6広報ゆりはま



　事業規模拡大を目的に、施設の増設または移
設を行う町内事業者を支援します。

■�対象者　
　施設の増設または移設のための投資額が
１千万円以上（増設の場合は増設部分のみ）で、
町税および公共料金を滞納していない事業者
■�奨励金の額　
　新たに賦課された固定資産税の３カ年分の額

企業拡充奨励金❼

　創業や販路開拓を目指す事業者が、町商工会
や金融機関などのサポートを受けて事業計画を
作成し、審査で採択となった事業計画の取り組
みを支援します。
■�対象者　
　町内在住の個人事業者または町内に所在地と
営業の本拠がある中小事業者
■�補助金額　
①�創業・新しい分野への進出のための事業
＝必要経費の２分の１（上限 50 万円）
②販路開拓のための事業
＝必要経費の２分の１（上限 20 万円）
※ただし、事業承継に伴う事業と認められる
場合は、必要経費の３分の２を支援します。

創業・販路開拓支援補助金❹

　空き店舗や空き家などを借りて開店する人に
対して、その賃借料の一部を補助します。
■対象者　
　次の要件を全て満たす人
①�町内の空き店舗などで小売業、サービス業、

飲食業などを開業する人（風俗関連業種など
一部該当しない業種があります）

②�空き店舗などの所有者と同一世帯および三親
等以内の親族でない人

③町税および公共料金を滞納していない人
④�商工会などの町内の公共的団体に加入してい

る人
■奨励金の額
　空き店舗などで開業する場合の賃借料（住居
部分を含む）の半額を奨励金として交付
※限度額は月５万円で、交付する期間は１年
間、交付は１人につき１回限りです。

チャレンジショップ支援奨励金❸

　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業者
が支払う保証料の負担を軽減します。
■�補助金額　
　県信用保証協会に納付した保証料の２分の１
以内の額

小口融資保証料補助金❺

　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業者
が支払う利子の負担を軽減します。
■�補助金額　
　金融機関に支払った利子額の２分の１以内の
額（延滞に係る利子は除く）

小口融資利子補給補助金❻

　町内への進出を目的に、施設を新設する事業
者を支援します。
■�対象者および奨励金の額
　次のとおり、新たに賦課された固定資産税の
３カ年分の額を交付します。
①�施設の新設のための投資額が３千万円以上で、

新規常用雇用者数が 10 人以上の事業者
＝新たに賦課された固定資産税の額内
②�施設の新設のための投資額が３千万円以上

で、新規常用雇用者数が４人以上９人以下の
事業者

＝�新たに賦課された固定資産税の額に３分の２
の割合を乗じた額内

③�施設の新設のための投資額が３千万円以上の
事業者

＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の１
の割合を乗じた額内

④�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新
設のための投資額が１千万円以上で、新規常
用雇用者数が１人以上の事業者

＝�新たに賦課された固定資産税の額内
⑤�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設

のための投資額が１千万円以上の事業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の１

の割合を乗じた額内

企業立地促進奨励金❽

　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）を
借り入れた町内小規模事業者の支払う利子の負
担を軽減します。
■�補助金額　
　㈱日本政策金融公庫に支払った利子額の２分
の１以内の額（延滞に係る利子は除く）

マル経融資利子補給補助金❾
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歳入
11,690,000
（14.5％）

町税
1,462,286
（△3.9％）
12.5％

地方交付税
4,450,000
（2.8％）
38.1％

その他
690,732
（7.0％）
5.9％

地方消費税交付金
368,376

3.2％

国庫支出金
1,604,716
（33.3％）
13.7％

県支出金
875,735
（16.1％）
7.5％

町債
1,532,295
（82.0％）
13.1％

繰入金
705,860
（31.2％）
6.0％

歳出
11,690,000
（14.5％）

総務総務費
1,837,075
（23.6％）
15.7％

民生費
4,105,713
（37.0％）
35.1％

公債費
1,181,031
（△1.9％）
10.1％

その他
1,012,248
（61.5％）
8.7％

衛生費
820,965
（3.4％）
7.0％

土木費
1,159,409
（△16.5％）
9.9％

教育費
978,203

（△20.6％）
8.4％

農林水産業費
595,356
（24.2％）
5.1％

（△1.1％）

　令和６年度予算（一般・特別・企業会計）が、
３月定例議会で成立しました。
　一般会計の総額は過去３番目となる116億9,000
万円で、昨年度に比べ 14.5％の増額となります。

一般会計歳入

一般会計歳出

令和６年度予算
一般会計

116 9000万円億

科目 予算額
地 方 譲 与 税 74,355
利 子 割 交 付 金 944
配 当 割 交 付 金 8,244
株式等譲渡所得割交付金 7,487
法人事業税交付金 18,052
環境性能割交付金 7,474
地 方 特 例 交 付 金 80,031
交通安全対策特別交付金 1,264
分担金及び負担金 78,348
使用料及び手数料 107,460
財 産 収 入 15,900
寄 附 金 153,000
繰 越 金 40,000
諸 収 入 98,173

その他の内訳

科目 予算額
議 会 費 82,329
商 工 費 282,862
消 防 費 298,525
災 害 復 旧 費 318,041
予 備 費 30,491

その他の内訳

単位：千円
科目名
予算額

（対前年度比）
予算構成比
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300000 600000 900000 1200000 1500000

固定資産税
665,778
45.5％
40,865

町民税
607,697
41.6％
37,300

たばこ税
96,448
6.6％
5,920

軽自動車税
74,363
5.1％
4,564

入湯税
18,000
1.2％
―

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
の

歳
入
は
、
定
額
減
税
な
ど
の
影
響

で
町
税
は
昨
年
度
比
５
９
１
１
万

円
の
減
額
、
一
方
で
地
方
交
付

税
は
１
億
２
０
０
０
万
円
、
町

の
施
設
整
備
な
ど
を
行
う
た

め
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
で

６
億
９
０
４
０
万
円
の
増
額
を
見

込
み
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
た
じ
り
こ
ど
も
園
の

整
備
、
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
の

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
や
町
道
泊

中
央
線
の
災
害
復
旧
な
ど
の
大
型

ハ
ー
ド
事
業
の
ほ
か
、
集
団
健
診

の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
複
雑
化
す
る
支
援
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
の
支
援
体
制
の

整
備
な
ど
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
、
教
育
、
産
業
振
興
な
ど

町
が
対
応
す
べ
き
課
題
の
解
決
に

向
け
た
積
極
的
な
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。
同
時
に
経
常
的
な
経
費

の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

　

国
や
県
な
ど
か
ら
支
出
さ
れ
る

財
源
が
歳
入
の
大
部
分
を
占
め
る

状
況
の
中
、
歳
出
で
は
今
後
こ
れ

ま
で
の
大
型
事
業
に
よ
る
町
債
の

返
済
額
が
膨
ら
ん
で
く
る
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
持
続
的
な
財
政
運

営
に
向
け
て
健
全
な
財
政
基
盤
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

町
税
の
内
訳

特別・企業会計
会　 計 　名 予 算 額

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,125
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 4,010
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 1,885,668
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 266,420
介 護 保 険 特 別 会 計 2,167,589
温 泉 事 業 特 別 会 計 7,224
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 1,011
橋 津 財 産 区 特 別 会 計 506
宇 野 財 産 区 特 別 会 計 943
舎 人 財 産 区 特 別 会 計 61
東 郷 財 産 区 特 別 会 計 948
花 見 財 産 区 特 別 会 計 74

国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

収益的収入  　260,211
資本的収入       177,373 
収益的支出  　304,237
資本的支出  　 193,479

水 道 事 業 会 計

収益的収入　 268,509
資本的収入         32,888
収益的支出      255,691
資本的支出  　155,906

下 水 道 事 業 会 計

収益的収入      967,598
資本的収入    938,504
収益的支出      967,598
資本的支出  1,261,632

単位：千円

71,164 円
町 道 の 整 備 や 町
営 住 宅 の 建 設 に
使います。

36,543 円
生 産 基 盤 の 整 備
や 農 林 漁 業 振 興
に使います。

50,391 円
ご み 処 理、 健 康
対策に使います。

252,008 円
福 祉 の 充 実 に 使
います。

112,759 円
町 全 体 の 管 理・
運 営・ 企 画 な ど
に使います。

93,884 円
長 期 の 借 入 金 に
対 す る 返 済 な ど
に使います。

18,324 円
消 防 体 制 の 整 備
や 防 災 対 策 に 使
います。

17,362 円
商 工 業 や 観 光 の
振興に使います。

5,053 円
議 会 活 動 や 運 営
に使います。

60,042 円
学 校・ 公 民 館 の
整 備 や 教 育 の 充
実に使います。

そ の 他 消 防 費 商 工 費 議 会 費 教 育 費

総 務 費民 生 費衛 生 費農林水産業費土 木 費
町民１人当たりの行政サービスを金額にすると…717,530 円 （２月末現在の人口で算出）

予算額（千円）
構成比

１人当たり納付額（円）
※ ２月末現在の人口で算出
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▼�

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
の
大

ホ
ー
ル
天
井
耐
震
改
修
の
ほ
か
、

避
難
所
と
な
る
同
ホ
ー
ル
で
災

害
時
に
停
電
が
起
き
た
時
の
電

力
を
確
保
す
る
た
め
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
ま
す
。【
ハ
ワ

イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
臨
時
経
費
／

９
３
９
４
万
円
、
防
災
力
強
化

事
業
／
２
億
６
２
６
４
万
円
】

▼�

町
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
た

式
典
を
開
催
し
ま
す
。【
町
制
施

行
20
周
年
記
念
式
典
／
２
９
６

万
円
】

▼�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
町
民
や
事
業
者
と
連

携
し
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を

展
開
し
ま
す
。【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

事
業
／
70
万
円
】

▼�

買
い
物
が
困
難
な
地
域
に
食
料

品
や
日
用
雑
貨
な
ど
を
販
売
す

る
店
舗
を
整
備
す
る
費
用
の
一

部
を
支
援
し
ま
す
。【
買
物
環
境

確
保
事
業
／
６
０
０
万
円
】

▼�

行
政
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
た
め
外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
「
情
報
統
括

責
任
者
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
補
佐
官
」

を
任
命
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
ま
す
。【
情
報

化
推
進
臨
時
経
費
／
９
４
９
万

円
】

▼�

海
外
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
知
名
度

向
上
に
向
け
て
発
祥
地
モ
デ
ル

の
用
具
を
開
発
し
ま
す
。【
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
促
進
事
業
（
Ｇ
Ｇ
国

際
化
推
進
）
／
１
３
１
４
万
円
】

▼�

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
町
営
住

宅
建
て
替
え
の
最
終
年
度
と
し

て
、
建
て
替
え
前
の
住
宅
の
解

体
工
事
、
駐
車
場
整
備
と
周
辺

へ
の
事
業
の
影
響
調
査
を
行
い

ま
す
。【
町
営
住
宅
建
替
事
業
／

１
億
２
６
５
７
万
円
】

▼�

町
内
で
の
新
た
な
病
児
保
育
施

設
の
整
備
を
支
援
し
、
そ
の
運

営
を
県
中
部
１
市
４
町
で
委
託

し
ま
す
。【
病
児
保
育
事
業
／
５

１
７
７
万
円
】

▼�

令
和
７
年
４
月
開
園
に
向
け
て
、

た
じ
り
こ
ど
も
園
の
建
設
を
進

め
ま
す
。【
た
じ
り
こ
ど
も
園
施

設
整
備
事
業
／
７
億
１
０
５
３

万
円
】

▼�

児
童
手
当
に
つ
い
て
、
10
月
か

ら
所
得
制
限
を
な
く
し
、
支
給

対
象
を
高
校
生
ま
で
拡
大
し
ま

す
。【
児
童
手
当
給
付
事
業
／
３

億
７
１
１
万
円
】

▼�

障
が
い
者
や
ひ
と
り
親
な
ど
の

医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
除
い

た
額
を
助
成
し
ま
す
。
４
月
か

ら
は
小
児
の
医
療
費
を
完
全
無

償
化
し
ま
す
。【
特
別
医
療
給
付

費
／
９
５
０
５
万
円
】

▼�

各
種
が
ん
検
診
を
行
い
、
そ
の

受
診
率
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
新
た
に
集
団
健
診
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
す
。【
各
種
が
ん
検
診
事
業
／

４
３
３
３
万
円
】

▼�

３
カ
年
計
画
で
進
め
て
い
る
今

滝
梨
生
産
団
地
の
整
備
の
２
年

目
と
し
て
、
区
画
整
理
、
用
排

水
路
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
畑
作
等
促
進
整
備
事
業
／
１
億

５
０
０
０
万
円
】

▼�

町
内
事
業
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
端
末
を
導
入
す
る
際
の

費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
等

導
入
支
援
事
業
／
１
５
０
万
円
】

▼�

旧
北
溟
中
学
校
跡
地
周
辺
な
ど

の
道
路
整
備
を
進
め
、
生
活
環

境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。【
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業（
改

良
・
改
築
）
／
１
億
３
３
０
０

万
円
】

▼�

令
和
３
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し

た
町
道
泊
中
央
線
に
つ
い
て
、

地
す
べ
り
対
策
の
災
害
復
旧
本

工
事
を
行
い
ま
す
。【
道
路
橋

り
ょ
う
等
災
害
復
旧
事
業
／
３

億
１
８
０
４
万
円
】

▼�

新
た
に
令
和
６
年
度
に
住
民
税

が
非
課
税
と
な
る
世
帯
と
、
所

得
税
と
住
民
税
の
納
税
額
が
少

な
く
４
万
円
を
減
税
し
き
れ
な

い
世
帯
に
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。【
低
所
得
者
支
援
・
定
額
減

税
補
足
給
付
金
／
１
億
９
１
９

８
万
円
】

▼�

多
様
化
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
進
め
る
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
複
雑
・
複

合
化
し
た
問
題
の
解
決
に
向
け

た
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築

し
ま
す
。【
多
機
関
協
働
事
業
／

32
万
円
】

▼�

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
を
持

た
な
い
人
や
要
介
護
３
以
上
の

人
に
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す
。【
高
齢
者
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
事
業
／
３
１
３

万
円
】

▼�

い
じ
め
防
止
な
ど
の
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
各
学
校
の
不
登
校
対
策

を
強
化
し
ま
す
。【
い
じ
め
・
不

登
校
対
策
事
業
／
52
万
円
】

▼�

教
材
費
や
給
食
費
の
集
金
な
ど

を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
ほ
か
、
老
朽
化
し
て
い
る

給
食
配
送
車
を
更
新
し
ま
す
。

【
湯
梨
浜
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
臨
時
経
費
／
１
０
６
８

万
円
】

▼�

長
瀬
高
浜
遺
跡
の
発
見
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
近
年
の

発
掘
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
特

別
展
示
と
と
も
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
関
連
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
臨
時
経
費
／
１
１

４
万
円
】

▼�

10
月
に
県
内
で
開
催
さ
れ
る
60

歳
以
上
の
人
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

と
文
化
の
祭
典「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
を
、
潮
風
の
丘
と
ま

り
で
行
い
ま
す
。【
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
２
０
２
４
事
業
／
３
０

２
万
円
】

令
和
６
年
度

町
の
主
な
事
業

■
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
１
）
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令
和
５
年
度　

町
体
育
協
会
表
彰

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の

あ
る
人
や
令
和
５
年
中
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
選
手
や
団
体
の
功

績
を
た
た
え
る
町
体
育
協
会
表
彰

が
２
月
18
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
お
よ
び
団
体

選
手
名
略
）

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

◆
優
秀
指
導
者
賞

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
山
本
愛

◆
ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
賞

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
秋
田
幸
惠

◆
成
績
優
秀
賞

【
小
学
生
／
個
人
】

▽�

カ
ヌ
ー
＝
石
田
莞
典
、
石
田
夏

瑚
、
河
本
十
至
、
立
木
遥
大
、

仲
野
紗
、
仲
野
颯
太

▽�

水
泳
＝
中
前
皓
貴
、
本
川
愛

花
、
山
田
菜
月

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
秋
田
典
舞
、

小
川
喜
市
、
小
谷
詩
織
、
佐
藤

廉
汰
、
實
田
結
有
、
田
中
穂
乃

花
、
谷
岡
優
太
郎
、
谷
岡
結
弦
、

信
組
悠
希
、
信
組
幸
成
、
山
本

怜
生
、
吉
本
采
那

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
秋
久
侑
貴
、

河
本
莉
弥

▽�

陸
上
＝
村
岡
心
和

【
小
学
生
／
団
体
】

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
羽
合
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽�
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
東
郷
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

▽�

卓
球
＝
東
郷
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

▽�

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
＝
ア
ロ
ハ
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ

【
中
学
生
／
個
人
】

▽
カ
ヌ
ー
＝
植
田
莉
生

▽
剣
道
＝
大
木
珀
琉
、
橋
口
日
向
子

▽
サ
ッ
カ
ー
＝
鳥
羽
颯
輔

▽��

柔
道
＝
郡
野
航
河
、谷
岡
美
歩
、

丹
波
桜
誠
、
西
村
夏
音

▽�

水
泳
＝
筏
津
健
斗
、礒
江
拓
生
、

日
下
隼
、
小
谷
悠
人
、
杉
井
珀

雲
、
中
嶋
一
太

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
足
立
悠
隼
、

生
田
優
美
菜
、
尾
島
美
月
、
加

藤
沙
徠
、
木
下
日
萌
、
實
田
珠

愛
、
土
井
結
月
、
森
田
誠
史
、

山
下
陽
向

▽�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
朝
倉
り
の

あ
、
生
田
采
希
、
坂
口
雅
、
鋤

崎
咲
智
、
瀬
尾
愛
流
留
、
濵
田

佳
花

▽�

テ
ニ
ス
＝
櫻
井
利
真
、
廣
江
健

生
、
松
嶋
理
乃

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
中
田
桜
鈴

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
馬
野
獅
斗

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
香
川
慧
浬

▽�

陸
上
＝
長
田
塁

【
中
学
生
／
団
体
】

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
湯
梨
浜
中
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子
、
湯

梨
浜
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子

▽�
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
湯
梨
浜

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
湯
梨
浜
中
学

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
男
子

【
高
校
生
／
個
人
】

▽�

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
＝
大
木
璃
斗
、

坂
本
美
緒
、
森
山
聡
香

▽�

カ
ヌ
ー
＝
河
原
拓
哉
、
山
田
慶
太

▽�

弓
道
＝
有
澤
侑
楽
、生
田
愛
澄
、

門
谷
咲
来
、
小
原
己
侍
、
酒
井

心
優
、
西
村
有
花
、
浜
田
勝

▽�

自
転
車
＝
金
馬
榮
煌
、桒
本
優
、

田
中
輝

▽�

水
泳
＝
鏡
美
麗
、
河
口
夏
葵
、

本
川
美
和

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
實
田
煌
羽
、

下
田
悠
貴
、
山
本
蓮

▽�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
網
師
本
遊

羽
、
池
口
佳
奈
、
遠
藤
莉
里
、

香
川
心
來
、
河
本
夏
華
、
髙
力

穂
乃
花
、
杉
谷
帆
七
海
、
丹
波

楓
華
、
松
本
優
里
、
吉
田
瑞
帆

▽�

卓
球
＝
谷
田
壱
成
、二
宮
吏
菜
、

宮
﨑
恵
菜

▽�

テ
ニ
ス
＝
岸
田
結
友
、
櫻
井
友

子
、
谷
口
翔
哉
、
松
本
奈
々
、

山
根
ま
お
、
八
幡
菜
奈
美

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
亀
井
美

玖
、
長
綱
茉
咲
、
前
田
響
介
、

山
田
裕
也

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
田
上
心
菜
、

高
橋
永
、
田
中
憂
聖
、
松
本
愛
凜

▽�

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
＝
前
田

恵
舞

▽�

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
＝
中
島
結
惟
子

▽�

野
球
＝
福
山
哲
平
、
松
村
祐
希

▽
ラ
グ
ビ
ー
＝
松
本
暸

▽��
陸
上
＝
遠
藤
駿
、
片
山
杏
樹
、

河
田
理
子
、
濱
田
悠
希
、

原

琉
天

▽�

レ
ス
リ
ン
グ
＝
伊
藤
大
翔
、
芝

光
琉
、
長
谷
和
海
、
堀
本
健
斗
、

松
村
康
平
、
山
口
大
輝

【
一
般
／
個
人
】

▽�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
＝
有
澤

信
子
、
西
橋
寿
美
恵
、
濱
中
美

知
代
、
更
田
恵
子
、
蓑
原
成
典
、

山
田
敏
博

▽�

剣
道
＝
足
立
佑
、
磯
江
浩
平
、

大
木
清
二
、
國
田
絢
莉
、
國
田

一
希
、
國
田
利
江
、
佐
々
木
麻

美
、
竹
内
善
一
、
更
田
匡
史
、

皆
川
雄
哉

▽�

水
泳
＝
筏
津
理
斗
、
石
原
享

子
、
祖
田
栄
一
、
西
川
貴
大
、

野
々
村
達
也

▽
卓
球
＝
森
田
真
綾

▽�

陸
上
＝
石
原
享
子
、
石
原
綾

華
、
滝
健
斗
、
西
橋
孝
政

【
一
般
／
団
体
】

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
湯
梨
浜
町

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
成
年
男
子

1
部
、
湯
梨
浜
町
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
成
年
混
成
２
部

▽�

水
泳
＝
湯
梨
浜
町
男
子
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
湯
梨

浜
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▽�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
湯
梨
浜
町

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
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町
で
は
、
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
を
目

的
に
、
予
防
接
種
に
要
す
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　「
肺
炎
球
菌
」
と
い
う
細
菌
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気

を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
は
、
接
種

部
位
の
痛
み
や
腫
れ
、
赤
み
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
対
象
者

　
町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
（
過
去
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
済

み
の
人
を
除
く
）

　

①
65
歳
の
人
②
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
、
内
臓
系
基
礎
疾
患

（
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
障
が
い
）
の
あ
る
人

　

対
象
者
①
の
人
に
は
、
誕
生
月

の
前
月
末
頃
に
、
対
象
者
②
の
人

に
は
、
４
月
初
旬
に
接
種
券
を
送

付
し
ま
す
。

■
助
成
期
間

▼�
①
の
人

　
65
歳
の
誕
生
日
前
日
か
ら
66
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で

▼
②
の
人

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
自
己
負
担
額
　
３
千
円

（
接
種
費
用
７
９
０
０
円
の
う
ち
、

４
９
０
０
円
を
町
が
助
成
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
額

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

風
し
ん
・
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

　
風
し
ん
は
、
免
疫
を
持
た
な

い
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
が
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、

難
聴
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
が
麻
し
ん
に
感
染
す

る
と
、
流
・
早
産
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
発
熱
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
時
に
は

38
度
以
上
の
熱
に
な
り
、
ま
れ

に
熱
け
い
れ
ん
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
発
疹

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
２
、３
日
で
お
さ
ま
り
ま

す
が
、
気
に
な
る
場
合
は
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
風
し
ん
任
意
接
種（
一
部
助
成
）】

■
対
象
者

　
町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

　

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
人
②
妊
婦

の
夫
③
妊
婦
の
同
居
者
④
妊
娠
を

希
望
す
る
風
し
ん
抗
体
価
の
低
い

女
性
の
同
居
者
で
、
風
し
ん
抗
体

価
の
低
い
人

■
助
成
額

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
３
分
の

２
（
上
限
８
千
円
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日

■
手
続
き

　
医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
支

各
種
予
防
接
種
費
用
を

　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す
！
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払
っ
た
後
、
役
場
健
康
推
進
課
ま

た
は
東
郷
・
泊
各
支
所
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

指
定
口
座
へ
助
成
金
を
振
り
込

み
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
医
療

機
関
の
領
収
書
、
印
鑑
、
振
り
込

み
を
希
望
さ
れ
る
預
金
通
帳
、
妊

婦
の
母
子
手
帳
（
対
象
者
②
③
）

風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
が
分

か
る
も
の
（
対
象
者
①
④
）

　

対
象
者
④
の
人
は
、
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
と
本
人
両
方
の
検

査
結
果
が
必
要
で
す
。

【
風
し
ん
追
加
的
対
策

（
全
額
助
成
）】

■
対
象
者

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
男
性

　

た
だ
し
、
過
去
に
、
風
し
ん
追

加
的
対
策
に
よ
る
抗
体
検
査
を

受
け
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
４
月
下

旬
ま
で
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
ク
ー
ポ

ン
券
は
、
ご
利
用
に
な
ら
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
自
己
負
担
額
　
無
料

　
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
助
成
は
、
抗
体
価
検
査
の
結

果
、
抗
体
価
が
低
い
人
の
み
対
象

で
す
。

■
助
成
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日

◆
予
防
ワ
ク
チ
ン
を

　
接
種
す
る
に
は

　
対
象
者
で
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
、
抗
体
価

検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
検
査
は
、
協
力
医
療
機
関
ま

た
は
町
や
職
場
の
特
定
健
診
と
一

緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
の
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
が

十
分
で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
人

は
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
抗
体
検
査
な
ど
を
受
け

る
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要

で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸け

い

が

ん
を
起
こ
し
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク

チ
ン
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
は
、
多
く

の
人
が
接
種
部
位
の
痛
み
や
腫

れ
、
赤
み
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
れ
で
す
が
、
重
い

症
状
（
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
・

神
経
系
の
症
状
）
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
接

種
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▼�

窓
口
　
厚
生
労
働
省
「
感
染

症
・
予
防
接
種
相
談
窓
口
」（
℡

０
１
２
０ｰ

３
３
１ｰ

４
５
３
）

　

平
日
９
時
～
17
時

■�

対
象
者
　
小
学
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
相
当
の
女
子

　

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
対
象
者
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
と
予
診
票
を
送
付
し
ま

す
。
小
学
６
年
生
で
接
種
券
を
ご

希
望
の
人
は
、
役
場
健
康
推
進
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
助
成
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日

■
自
己
負
担
額
　
無
料

■
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
間
隔
を
空
け
て
同
じ
ワ
ク
チ
ン

を
３
回
接
種
し
ま
す
。
接
種
す
る

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
接
種
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
接

種
す
る
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■�

定
期
接
種
対
象
年
齢
外
の
人

（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
）

　
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ

り
接
種
機
会
を
逃
し
た
世
代
の
人

は
、
公
的
な
接
種
機
会
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
時
限
的
に
従
来
の

定
期
接
種
対
象
年
齢
を
超
え
て
接

種
が
可
能
で
す
。
期
間
は
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
３
回
接

種
完
了
ま
で
に
約
６
カ
月
を
要
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
の
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。

■�

対
象
者
　
平
成
９
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
女
性

■
接
種
券
に
つ
い
て

　
対
象
者
に
は
文
書
で
ご
案
内
し

ま
す
。接
種
券
を
ご
希
望
の
人
は
、

役
場
健
康
推
進
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）
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狂犬病予防注射 【問い合わせ】
役場町民生活課

（℡ 35-5318）

す
。
世
界
で
は
年
間
推
計
５
万
人

以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
１
９
５
６
年
を
最

後
に
犬
な
ど
を
含
め
た
狂
犬
病
の

発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
日
本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界

の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
依
然

と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
内

で
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
た
め
、
万
が
一
に
備
え
た
対
策

が
必
要
で
す
。

■
届
出
の
窓
口

　

犬
を
飼
い
始
め
る
と
き
や
飼
い

主
・
飼
い
犬
の
住
所
が
変
わ
っ
た

場
合
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

届
出
窓
口
な
ど
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。

こんなとき 届出窓口 手数料 備考

生後 91 日以上の犬を
新しく飼うようになったとき

役場町民生活課
東郷・泊各支所

県中部の指定動物病院

登録手数料
3,000 円

県中部の指定動物病院で
は、狂犬病予防注射の接
種時に登録と注射済票の
交付が受けられます。

鑑札・注射済票を紛失したとき

役場町民生活課
東郷・泊各支所

鑑札再交付手数料 1,600 円
注射済票再交付手数料 340 円

県中部の指定動物病院以外で狂犬
病予防注射を受けさせたときなど

注射済票交付手数料
550 円

動物病院で発行された
注射済証を持参してく
ださい。

飼い主・飼い犬の
住所が変わったとき

町内の
転居

無料

町外へ
転出

転出先の市区町村
本町が交付した鑑札を
持参してください。

町外から
転入

役場町民生活課
東郷・泊各支所

転入前の市町村で交付
された鑑札を持参して
ください。

飼い主が変わったとき、飼い主の
氏名・犬の名前が変わったとき
飼い犬が死亡したとき

■
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
義
務

　

狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
犬
の
飼
い
主
に

は
次
の
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼�
市
区
町
村
に
飼
い
犬
の
登
録
を

す
る
こ
と

▼�

飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

▼�

犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼
い

犬
に
装
着
す
る
こ
と

　

登
録
の
際
に
お
渡
し
す
る
鑑
札

に
は
登
録
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
鑑
札
を
飼
い
犬
の
首
輪
な

ど
に
装
着
す
る
こ
と
で
、
万
が
一

迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
飼
い
主
に
連
絡
す
る
こ
と
が

で
き
、
狂
犬
病
が
発
生
し
た
場
合

に
も
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
狂
犬
病
と
は

　

狂
犬
病
は
人
に
も
感
染
し
、
発

症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
確
率

で
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

飼い犬の登録と

　
犬
の
飼
い
主
に
は
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
予
防
注
射
や
届
出
な
ど
に
必
要
な
事
項
を
確

認
し
て
、手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲注射済票

▶
犬
鑑
札

●各種届出について
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生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30

日
ま
で
の
間
に
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義

務
が
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
20
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
案
内
は
が
き
を
お
持
ち
の
上
、
県

中
部
の
指
定
動
物
病
院
ま
た
は
町
の
実
施
す
る
集
合
注
射
の
各
会
場

（
地
区
の
公
民
館
な
ど
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

お
勧
め
し
ま
す

　

集
合
注
射
は
屋
外
で
行
う
こ
と

か
ら
、
衛
生
面
で
の
心
配
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
雨
天
時
に
は
犬
も

飼
い
主
も
ぬ
れ
て
体
調
を
崩
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
時
間

に
た
く
さ
ん
の
犬
が
集
ま
る
こ
と

か
ら
、
興
奮
し
た
犬
同
士
の
け
ん

か
が
起
き
た
り
、
興
奮
し
た
犬
に

引
っ
張
ら
れ
て
飼
い
主
が
転
倒
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
設
備
や
ス
タ
ッ
フ
が
充

実
し
、
前
記
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の

な
い
動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

個
別
注
射
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
予
約
の
上
、
役
場
か
ら
届
い

た
案
内
は
が
き
を
動
物
病
院
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
注
射

済
票
の
交
付
や
新
規
の
犬
の
登
録

は
県
中
部
の
指
定
動
物
病
院
で
も

可
能
で
す
。

■�

料
金　

▼
予
防
注
射
料
金

＝
２
７
５
０
円

▼�

注
射
済
票
交
付
手
数
料

＝
５
５
０
円

※
新
規
の
犬
は
、
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

■�

県
中
部
の
指
定
動
物
病
院　

　

ハ
ワ
イ
動
物
病
院
（
湯
梨
浜
町

は
わ
い
長
瀬
）、
倉
吉
動
物
医
療

セ
ン
タ
ー
・
山
根
動
物
病
院
（
倉

吉
市
八
屋
）、ア
ン
動
物
病
院
（
倉

吉
市
堺
町
）、
木
原
ペ
ッ
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
倉
吉
市
昭
和
町
）、
さ

わ
ず
み
動
物
病
院
（
倉
吉
市
上
灘

町
）、
ゆ
う
ア
ニ
マ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
倉
吉
市
生
田
）、
倉
吉
お
お

ひ
ら
動
物
病
院
（
倉
吉
市
海
田
東

町
）、
大
平
動
物
病
院
（
琴
浦
町

赤
碕
）、
種
子
動
物
病
院
（
琴
浦

町
徳
万
）、
み
ぃ
動
物
病
院
（
琴

浦
町
八
橋
）、
う
え
の
動
物
病
院

（
北
栄
町
国
坂
）

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
上
表
の
と
お
り
狂
犬

期日 時間 会場

4/8
（月）

13:30 ～ 13:45 旧農協舎人支所

14:05 ～ 14:20 旧農協東郷支所

4/15
（月）

13:30 ～ 13:50 田後地区公民館

14:10 ～ 14:40 役場本庁舎裏車庫前

4/17
（水）

13:30 ～ 13:45 羽衣会館

14:10 ～ 14:30 役場東郷支所

4/19
（金）

13:30 ～ 13:45 宇谷集会所

14:05 ～ 14:20 役場泊支所

14:40 ～ 14:55 甲亀山会館前

4/23
（火）

13:30 ～ 13:40 宇野公民館

14:00 ～ 14:10 橋津地区公民館

14:30 ～ 14:40 上浅津農事集会所

6/3
（月）

13:30 ～ 13:40 役場本庁舎裏車庫前

14:10 ～ 14:20 役場泊支所

14:40 ～ 14:50 役場東郷支所

●集合注射の実施日時など

病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を
行
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
案
内
は

が
き
の
問
診
票
を
記
入
し
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
料
金　
個
別
注
射
と
同
じ

■
注
意
事
項　

　

犬
に
は
必
ず
首
輪
を
付
け
、
注

射
す
る
際
に
犬
を
押
さ
え
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
暴
れ
る
場
合
な
ど
、

注
射
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
注
射
の
当
日
、
悪
天
候
や

犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
無
理
を
せ
ず
、
動
物
病
院
で

の
個
別
注
射
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■��

そ
の
他　

　

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
や
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は

案
内
は
が
き
の
内
容
を
訂
正
し

て
、
集
合
注
射
実
施
会
場
ま
た

は
役
場
町
民
生
活
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・�犬の放し飼いは禁止されています。散歩する
ときも必ずリードやハーネスを装着してくだ
さい。

・�散歩時の犬のふんは必ず持ち帰ってくださ
い。公共の場や他人の土地を汚さないように
しましょう。

ルールとマナーを守り、
　　　　　適切なしつけを―
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人事異動
◆
異
動　
４
月
１
日
付

【�

総
務
課
】
▼
課
長　

山
田
志
伸

（
教
育
総
務
課
長
兼
教
育
施
設
係

長
）
▼
主
事　

田
中
裕
行
（
健

康
推
進
課
主
事
）
▼
主
事
（
条

件
付
）　

音
田
智
也

【�

出
納
室
】
▼
会
計
管
理
者
兼
出

納
室
長　

宮
脇
一
善
（
生
涯
学

習
・
人
権
推
進
課
湯
梨
浜
み
ん

な
の
げ
ん
き
館
担
当
参
事
兼
中

央
公
民
館
長
）

【�

ま
ち
づ
く
り
企
画
課
】
▼
課
長	

西
田
貴
頼
（
長
寿
福
祉
課
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
課
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
主
幹　

岩
崎
正
一
郎
（
総

務
課
長
）
▼
共
創
ま
ち
づ
く
り

係
長	

中
尾
陽
一
（
総
務
課
付

係
長
（
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広

域
連
合
））
▼
副
主
幹
（
ア
ロ
ハ

ホ
ー
ル
）　

牧
田
な
ぎ
さ
（
町
民

生
活
課
副
主
幹
兼
泊
支
所
長
兼

泊
支
所
窓
口
業
務
班
副
主
幹
）

▼
主
事　

瀧
野
直
也
（
総
務
課

主
事
）

【�

デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
】

▼
主
事
（
条
件
付
）　

小
倉
早
貴

【�

町
民
生
活
課
】
▼
税
担
当
参
事

兼
課
長
補
佐　

山
下
宗
則
（
総

合
福
祉
課
長
補
佐
兼
障
が
い
福

祉
係
長
）
▼
主
幹
兼
東
郷
支
所

地
籍
整
備
班
主
幹　

米
増
祐
一

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
副
主
幹

（
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
））
▼
副
主
幹

兼
泊
支
所
長
兼
泊
支
所
窓
口
業

務
班
副
主
幹　

櫻
井
尚
子
（
町

民
生
活
課
副
主
幹
兼
東
郷
支
所

窓
口
業
務
班
副
主
幹
）
▼
副
主

幹
兼
東
郷
支
所
窓
口
業
務
班
副

主
幹	

岩
田
亜
紀
（
図
書
館
副

主
幹
）
▼
主
事
（
条
件
付
）　

松

原
理
絵
▼
主
事
（
条
件
付
）　

森
山
和
奏
▼
環
境
住
宅
支
援
員

（
再
任
用
）　

村
上
昭
範
（
町
民

生
活
課
環
境
住
宅
支
援
員
（
再

任
用
））

【�

子
育
て
支
援
課
】
▼
主
事　

山

本
結
衣
子
（
町
民
生
活
課
主
事
）

▼
保
健
師　

清
水
菜
桜
子
（
健

康
推
進
課
保
健
師
）
▼
主
事
（
条

件
付
）　

宍
戸
み
な
み
▼
社
会

福
祉
士
（
条
件
付
）　

林
加
奈
子

▼
幼
児
教
育
専
門
員
（
再
任
用
）

野
田
祥
子
（
子
育
て
支
援
課
幼

児
教
育
専
門
員
（
再
任
用
））

【�

は
わ
い
こ
ど
も
園
】
▼
主
幹
保

育
教
諭　

井
坂
味
那
美
（
は
わ

い
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
保

育
教
諭
（
条
件
付
）　

信
組
莉
沙

【�

た
じ
り
こ
ど
も
園
】
▼
保
育
教

諭　

中
山
小
紅
（
あ
さ
ひ
こ
ど

も
園
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭

（
条
件
付
）　

木
本
健
太

【�

あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
】
▼
保
育
教

諭　

森
美
咲
（
た
じ
り
こ
ど
も

園
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭	

岡
本
清
香
（
湯
梨
浜
町
社
会
福

祉
協
議
会
な
が
せ
こ
ど
も
園
保

育
教
諭
）

【�

わ
か
ば
こ
ど
も
園
】
▼
保
育
教

諭
（
条
件
付
）　

大
石
繭
子

【�

と
う
ご
う
こ
ど
も
園
】
▼
保
育

教
諭
（
条
件
付
）　

山
下
麻
紀
子

【�

ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
】
▼
副
園

長　

大
原
佳
子
（
は
わ
い
こ
ど

も
園
主
幹
保
育
教
諭
）
▼
保
育

教
諭
（
条
件
付
）
大
本
有
香
子

【�

産
業
振
興
課
】
▼
観
光
商
工
担

当
参
事
兼
観
光
商
工
室
長
兼
課

長
補
佐　

宮
川
紳
（
町
民
生
活

課
長
補
佐
）
▼
主
事　

米
原
耕

一
郎
（
総
務
課
付
主
事
（
全
国

町
村
会
））
▼
主
事
（
条
件
付
）

岡
﨑
泰
季

【�

建
設
水
道
課
】
▼
上
下
水
道
担

当
参
事
兼
課
長
補
佐　

秋
久
敏

彦
（
町
民
生
活
課
地
籍
整
備
担

当
参
事
）
▼
課
長
補
佐
兼
都
市

計
画
係
長　

高
木
雄
次
（
鳥
取

県
）
▼
建
設
係
長　

井
上
卓
也

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
共
創
ま
ち

づ
く
り
係
長
）
▼
主
事　

入
江

佑
汰
（
教
育
総
務
課
主
事
）
▼

主
事
（
条
件
付
）　

枡
田
奈
菜
香

▼
空
き
家
対
策
・
上
下
水
道
専

門
員（
再
任
用
）　

河
本
希
一（
建

設
水
道
課
空
き
家
対
策
・
上
下

水
道
専
門
員
（
再
任
用
））

【�

健
康
推
進
課
】
▼
主
幹　

大
田

幸
子
（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
主
幹
）
▼

副
主
幹　

網
師
本
教
正
（
建
設

水
道
課
建
設
係
長
）
▼
主
事　

福
枡
晃
甫
（
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら

い
戦
略
課
主
事
）
▼
主
事
（
条

件
付
）　

田
子
貴
之

【��

福
祉
課
】
▼
課
長　

前
田
知

代
（
総
合
福
祉
課
長
）
▼
福
祉

担
当
参
事
兼
地
域
共
生
社
会
推

進
室
長　

西
川
栄
子
（
産
業
振

興
課
商
工
観
光
担
当
参
事
兼
課

長
補
佐
）
▼
主
幹
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

米
塚
美

智
代
（
総
合
福
祉
課
主
幹
兼

総
合
福
祉
係
長
）
▼
課
長
補
佐

川
崎
恵
子
（
総
合
福
祉
課
長
補

佐
）
▼
課
長
補
佐　

足
立
祐
子

（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
課
長
補
佐
）
▼

生
活
支
援
係
長　

塚
根
美
由
紀

町職員の人事異動をお知らせします。
（ ）内は旧職です。
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機構改革
■地域共生社会の推進
　重層的支援体制整備事業の本格運用に合わせ、

「総合福祉課」と「長寿福祉課」を統合します。
■アフターコロナに生きる観光の強化
　コロナ禍で落ち込んできた観光産業を、アフター
コロナの現在、ワーケーションやインバウンドなど
をはじめ町の観光振興の強化を図るため、産業振興
課「商工観光係」を「観光商工室」として強化します。

（
総
合
福
祉
課
生
活
支
援
係
長
）

▼
障
が
い
福
祉
係
長　

向
井
美

里
（
総
合
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
副
主
幹
）
▼
長
寿
福
祉
係
長

山
根
邦
代
（
長
寿
福
祉
課
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
長
寿

福
祉
係
長
）
▼
副
主
幹　

松
尾

愛
子
（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
副
主
幹
）

▼
副
主
幹
兼
主
任
介
護
支
援
専

門
員　

田
中
理
美
（
長
寿
福
祉

課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

副
主
幹
兼
主
任
介
護
支
援
専
門

員
）▼
副
主
幹　

久
葉
尚
子（
健

康
推
進
課
主
事
）
▼
主
事　

金

涌
龍
一
（
鳥
取
県
）
▼
主
事　

岡
本
め
ぐ
み
（
総
務
課
付
主
事
）

▼
主
事　

福
山
智
子
（
長
寿

福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
主
事
）
▼
主
事　

新
田

千
恵
（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
主
事
）
▼

社
会
福
祉
士　

安
藤
彩
（
長
寿

福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
社
会
福
祉
士
）
▼
主
事

（
条
件
付
）　

實
田
琉
斗
▼
社
会

福
祉
士
（
条
件
付
）　

杉
原
摩

耶
▼
長
寿
福
祉
専
門
員
（
再
任

用
）　

尾
坂
英
二
（
長
寿
福
祉

課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

長
寿
福
祉
専
門
員
（
再
任
用
））

▼
介
護
支
援
専
門
員
（
再
任

用
）　

洞
ケ
瀬
以
津
子
（
長
寿

福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
介
護
支
援
専
門
員
（
再

任
用
））	

【�

教
育
総
務
課
】
▼
課
長
兼
教
育

施
設
係
長　

上
井
明
彦
（
ま
ち

づ
く
り
企
画
課
長
）
▼
主
事	

吉
川
達
大
（
産
業
振
興
課
主
事
）

【�

生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
】

▼
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館

担
当
参
事
兼
中
央
公
民
館
長　

村
岡
正
憲
（
建
設
水
道
課
上
下

水
道
担
当
参
事
）
▼
主
事　

山

嵜
翔
太
（
町
民
生
活
課
主
事
）

▼
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館

長
（
再
任
用
）　

杉
原
寛
（
健
康

推
進
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
総
合
調
整
専
門
員
（
再
任

用
））

【�

中
央
公
民
館
】
▼
泊
分
館
主
幹

兼
し
お
さ
い
プ
ラ
ザ
と
ま
り
主

幹　

山
本
達
也
（
湯
梨
浜
み
ん

な
の
げ
ん
き
館
長
兼
中
央
公
民

館
泊
分
館
主
幹
兼
し
お
さ
い
プ

ラ
ザ
と
ま
り
主
幹
）
▼
副
主
幹

石
原
英
治
（
中
央
公
民
館
羽
合

分
館
副
主
幹
）
▼
羽
合
分
館
副

主
幹　

安
井
淳
也
（
中
央
公
民

館
副
主
幹
）

【�

図
書
館
】
▼
主
幹　

竹
本
里
香

（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

【�

総
務
課
付
】
▼
主
事　

岡
本
香

織
（
建
設
水
道
課
主
事
）
▼
主

事　

中
井
貴
子
（
町
民
生
活
課

主
事
）
▼
主
事　

伊
藤
絵
梨
奈

（
産
業
振
興
課
主
事
）
▼
主
事　

山
本
早
希
（
健
康
推
進
課
主
事
）

▼
社
会
福
祉
士　

林
佳
菜
子（
長

寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）
社
会
福
祉
士
）
▼
栄

養
士　

長
谷
川
鈴
子
（
健
康
推

進
課
栄
養
士
）
▼
保
育
教
諭　

矢
隅
真
希
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

柏

友
梨
（
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
保

育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

清
水

裕
子
（
た
じ
り
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
）

【
派
遣
】
▼
総
務
課
付
係
長
（
鳥

取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
）　

尾
川
大
輔
（
ま
ち
づ
く

り
企
画
課
主
事
）
▼
土
木
技
師

（
鳥
取
県
）　

小
田
大
地
（
建
設

水
道
課
土
木
技
師
）

◆
退
職　
３
月
31
日
付

▼
河
本
洋
子
（
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も

園
副
園
長
）
▼
清
水
健
太
（
総
合

福
祉
課
主
事
）
▼
竹
長
崚
介
（
た

じ
り
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
大

庭
莉
奈
（
町
民
生
活
課
主
事
）
▼

小
原
啓
樹
（
と
う
ご
う
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）
▼
横
山
薫
（
子
育
て

支
援
課
保
健
師
）
▼
前
田
翔
子

（
子
育
て
支
援
課
主
事
）
▼
房
安

加
奈
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
保
育
教

諭
）
▼
藤
田
和
也　
（
総
務
課
運

転
支
援
員
（
再
任
用
））
▼
山
根

薦
（
総
合
福
祉
課
総
合
福
祉
支
援

員
（
再
任
用
））
▼
塩
谷
直
文
（
建

設
水
道
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係

長
）
鳥
取
県
へ

総合福祉課
総合福祉係

生活支援係

障がい福祉係
長寿福祉課

（地域包括支援センター）
長寿福祉係

地域包括支援センター

福祉課
地域共生社会推進室
生活支援係
障がい福祉係
長寿福祉係
地域包括支援センター
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い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

農
地
の
売
買
・
転
用
な
ど
は

事
前
に
許
可
を
！

　

農
地
を
工
事
な
ど
に
か
か
る
資

材
置
場
な
ど
に
一
時
的
に
使
用
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
転
用
許
可
を

受
け
ず
に
使
用
す
る
と
無
断
転
用

と
な
り
ま
す
（
公
共
工
事
に
か
か

る
一
時
転
用
は
、
届
出
の
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

　

農
地
転
用
許
可
を
受
け
ず
に
農

地
を
無
断
で
転
用
す
る
と
、
農
地

法
違
反
と
な
り
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
の
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
３
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以

下
（
法
人
に
対
し
て
は
１
億
円
以

下
）
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■�

農
地
を
農
地
と
し
て
売
買
な
ど

を
す
る
と
き
（
３
条
申
請
）

　
農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
、
貸

し
借
り
す
る
と
き
は
、
農
業
委
員

会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
資
産
保

有
や
投
資
目
的
に
よ
る
売
買
や
農

地
を
保
有
す
る
適
格
者
で
な
い
場

合
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

■�

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る

と
き
（
４
条
申
請
）、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
目
的
で

売
買
、貸
し
借
り
す
る
と
き（
５

条
申
請
）

　

農
地
を
住
宅
、
車
庫
、
工
場
、

倉
庫
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
山

林
な
ど
、
農
地
以
外
の
も
の
に
用

途
を
変
更
す
る
と
き
は
、
農
業
委

員
会
を
経
て
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

▼
転
用
申
請
で
の
審
査
基
準

　
①
目
的
は
適
正
か
②
面
積
は
適

当
か
③
水
利
な
ど
必
要
な
同
意
は

あ
る
か
④
周
辺
農
地
に
与
え
る
影

響
は
ど
う
か
⑤
目
的
は
確
実
に
実

行
で
き
る
か
⑥
他
法
令
関
係
で
手

　
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
無
断
で
転
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。ま
ず
は
、事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

続
き
が
必
要
な
場
合
、
そ
れ
が
な

さ
れ
て
い
る
か
な
ど

■�

問
い
合
わ
せ

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
９
）

手続きをお忘れなく！物価高騰に伴う低所得世帯給付金
　物価高騰による家計への負担増を踏まえ、対象世帯の世帯主に給付金を支給します。また、対象世帯に 18
歳以下の児童（平成 17年４月２日以降生まれ）がいる場合は、児童 1人当たり５万円加算します。
【問い合わせ】役場福祉課（℡ 35-5390）

　全国農業新聞は、地域農業者の代表機関である農業委員会のネットワー
クが発行する専門紙です。
■発行日　毎週金曜日　　■購読料　月額 700 円（税込）
■ポイント
▼特徴のある週刊新聞…解説に力点をおいた企画編集とニュース報道
▼時代に鋭く斬り込む…農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに
▼経営に役立つ…知っておきたい経営・流通情報と経営マインド
▼紙面はオールカラーで８ページ…より見やすく、わかりやすくを追求
▼読みやすく親しみやすい…地方版や鳥獣害対策が充実

「全国農業新聞」を購読しませんか！

物価高騰支援給付金（追加分） 均等割のみ課税世帯支援給付金

対象者

　令和５年 12 月１日に町に住民登録があり、令和５
年度住民税非課税世帯の世帯主。ただし、世帯全員が、
住民税課税者などの扶養を受けている場合は対象にな
りません。

　令和５年 12 月１日に町に住民登録があり、令和５年度住民
税均等割のみ課税されている者と非課税者とで構成される世
帯の世帯主。ただし、世帯全員が、住民税課税者などの扶養
を受けている場合は対象になりません。

期限 ４月30日（火） ５月 31 日（金）
支給額 ７万円 10 万円

手続き 　対象者には、確認書を送付済みです。書類が届きましたら、内容を確認いただき、必要事項を記入の上、同封する
専用封筒で返送してください。

子
ど
も
加
算

対
象
者

　令和５年12月１日現在で町に住民登録があり、世帯員に18歳以下の児童(平成17年４月２日以降生まれ)がおり、扶
養している世帯。なお、令和５年12月２日以降に生まれた子も対象になります。

手
続
き

　手続き不要です。こども加算についてのお知らせを送
付していますので、ご確認ください。４月中旬に支給予
定です。令和５年 12 月２日以降に生まれた子の加算に
ついては、５月 31 日（金）までに申請が必要です。

　手続き不要です。対象者には、確認書と一緒にこども加算
についてのお知らせを同封していますので、ご確認ください。
給付金と一緒に支給します。
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固
定
資
産
税
の
評
価
お
よ
び
課
税
を
適
正
に
行
う
た
め
、
納

税
者
ま
た
は
納
税
義
務
者
が
固
定
資
産
の
価
格
な
ど
を
確
認
で

き
る
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
縦
覧
・
閲
覧
で
き

る
場
所
は
、
役
場
町
民
生
活
課
お
よ
び
東
郷・泊
各
支
所
で
す
。

評
価
額
や
資
産
内
容
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

■�

縦
覧
制
度

　

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
、
縦

覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
人

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
土
地
の
み
の
納
税
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
み
の
納
税
者

は
家
屋
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
～

　

６
月
28
日
（
金
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

▼
必
要
な
も
の

▽�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

▼
手
数
料　
無
料

■�

閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
自
己
の
資
産
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
借

地
人
や
借
家
人
も
、
借
用
物
件
の

課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
に
納
税
通
知
書
と

一
緒
に
お
届
け
す
る
「
課
税
明
細

書
」
で
も
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間

　

年
間
を
通
し
て
可
能
で
す
。

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

▼
必
要
な
も
の

▽��

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

▽�

借
地
人
・
借
家
人
＝
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
と
、
借
地
人
・
借
家

人
の
身
分
証
明
書

▼
手
数
料　

　

１
名
義
に
つ
き
３
０
０
円
で
す

が
、
上
記
縦
覧
期
間
中
は
無
料
で

す
。
課
税
台
帳
の
写
し
は
、
１
枚

10
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
７
）

　相続、贈与などで土地や建物の所有者
を変更した場合は、令和６年度課税分か
ら所有者が変更になります。
　引き続き口座振替での納税をご希望の
際は、新たな所有者名で口座振替の手続き
が必要になりますので、ご注意ください。

令和５年中に
所有権移転をした人へ

【申し込み・問い合わせ】
役 場 ま ち づ く り 企 画 課

（℡ 35-5304）

まちづくり座談会を行っています
　町では、町民の皆さんに対し、町政に関する情報提供および意見交換を
行う「まちづくり座談会」を実施しています。希望される区や団体は、ご
希望の項目を選択いただき、役場まちづくり企画課へお申し込みください。

■まちづくり座談会の項目一覧
▼�生活関連　安全・安心なまちづくり、交通安全対

策、ごみの減量と分別、環境保全の取り組み、戸
籍・住民基本台帳、マイナンバー制度、固定資産税、
上下水道、町道、消費者生活、野良猫
▼�福祉関連　町立認定こども園と子育て支援策、各

種保険制度（国民健康保険、後期高齢者医療、介
護保険）、障がい者への理解、要介護状態とならな
いための予防活動、高齢者・障がい者が安心して
暮らせる地域づくり
▼�健康づくり関連　健診の大切さ、健康対策、ゆり

はまヘルシーくらぶ事業
▼�産業関連　農林水産業の現状と今後の取り組み、

日本型直接支払制度、農産物加工所の利用、商工
観光事業
▼�教育関連　スポーツ振興、歴史文化を後世に、学

力向上対策
▼�その他　人権を考える、町の財政状況、音声告知

機の使い方、男女共同参画、ボランティア・NPO
法人、まちづくり活動について、個人情報保護
制度と情報公開制度、地方創生、デジタル推進、
SDGs、共助交通、景観のまちづくり

19 広報ゆりはま



　
町
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
４
月
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
町
で
は
、主
に
介
護
・

障
が
い
・
子
育
て
・
生
活
困
窮
の

分
野
別
に
相
談
支
援
や
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

従
来
の
支
援
体
制
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
ひ
き
こ
も
り
や
８
０
５

０
問
題
な
ど
の
よ
う
な
複
雑
化
・

複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、「
相
談
支
援
」「
参
加
支

援
」「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
」
を
分
野
を
超
え
て
一
体
的
に

実
施
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
共
生
社
会
と
は
、
制
度
・

分
野
ご
と
の
『
縦
割
り
』
や
「
支

え
手
」「
受
け
手
」
と
い
う
関
係

を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
農
林
漁
業
、
商
工

業
な
ど
が
参
画
し
、
人
と
人
、
人

と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て

つ
な
が
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
一

人
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域

を
共
に
創
っ
て
い
く
社
会
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
み
を

か
か
え
て
い
ま
せ
ん
か

【
ふ
く
し
相
談
窓
口
】

　
こ
れ
ま
で
の
介
護
・
障
が
い
・

地
域
共
生
社
会
の

　
　
実
現
に
向
け
て

　２月９日、第４期町地域福祉推進計画策定委
員会を開催し、令和５年度の中間評価を行いま
した。
　町では、町民一人一人が、支え合い、生きが
いを感じながら地域を共に創る地域共生社会の
実現に向けて「地域福祉推進計画（町地域福祉
計画・町地域福祉活動計画）」（計画期間：令和
４～８年度）を策定し、令和５年度・令和７年
度に中間評価を行うこととしています。
　会議のなかで、「若い世代のボランティア活
動への参加や育成講座への参加がすすんでいな
い」「複雑化・複合化した困りごとを抱えた人

子
育
て
・
生
活
困
窮
の
相
談
窓
口

に
加
え
、
ふ
く
し
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

お
困
り
の
こ
と
、
心
配
な
こ

と
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分

か
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
ま
ず
は
お

話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
困
り

ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考

え
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し

な
が
ら
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
３
）

　

ふ
く
し
相
談
窓
口

　
（
℡
３
５ｰ

２つ

な

ご

う

７
５
０
）

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

第４期町地域福祉推進計画
中間評価を行いました

が相談や支援に結びつきづらい状況や、結び
ついても課題解決まで時間を要するケースがあ
る」などといった現状や課題があるとの意見が
ありました。
■問い合わせ　役場福祉課（℡ 35-5373）
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高
齢
者
・
障
が
い
者
等
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
助
成
事
業

令
和
６
年
度
か
ら
交
付
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す
！

　
こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
分
の
交
付

対
象
者
は
70
歳
以
上
で
し
た
が
、

令
和
６
年
度
よ
り
、
対
象
年
齢
を

65
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ま
す
。
加

え
て
、
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
運
転
免
許
証

を
所
持
し
て
い
て
も
交
付
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
事
業
の
内
容　

　

申
請
日
に
お
い
て
、
町
内
で
在

宅
生
活
を
し
て
い
る
運
転
免
許
証

を
お
持
ち
で
な
い
人
（
返
納
・
失

効
・
未
取
得
）
の
う
ち
、
下
の
条

件
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

を
対
象
に
県
内
で
使
用
で
き
る
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま

す
。
②
に
当
て
は
ま
る
人
は
運
転

免
許
証
を
所
持
し
て
い
て
も
交
付

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
、
申
請
月
か

ら
年
度
末
分
ま
で
を
ま
と
め
て
窓

口
で
交
付
し
ま
す
。

※
交
付
は
年
度
内
に
１
度
の
み

① 65 歳以上の人②要介護３以上の認
定を受けている人

③身体障害者手帳１・２級、療育手帳 A、精神障
害者保健福祉手帳 1級所持者（65 歳未満の人）④
難病患者で特定疾病受給者証を所持している人（65
歳未満の人）⑤じん臓機能障害があり、透析通院
をしている人

助成内容

申請月から当該年度末まで１カ月当た
り【500 円 × ２枚】を交付
※例…４月に申請する場合、２枚 ×
12 カ月（４月から翌年３月まで）＝
24 枚を交付

◆③、④の人
申請月から当該年度末まで１カ月当たり【500 円
× ２枚】を交付
※例…４月に申請する場合、２枚 ×12 カ月（４月か
ら翌年３月まで）＝ 24 枚を交付
◆⑤の人
申請月から当該年度末まで１カ月当たり【500 円
× ４枚】を交付
※例…４月に申請する場合、４枚 ×12 カ月（４月か
ら翌年３月まで）＝ 48 枚を交付

必要書類

▼申請書▼代理申請の場合は代理人の
身分証明書▼対象者の身分証明書（健
康保険証、介護保険証、マイナンバー
カードなど）▼運転免許の取消通知書
または運転経歴証明書（お持ちの人の
み）▼②に該当する人は介護保険証

▼申請書▼代理申請の場合は代理人の身分証明書▼身
体障害者手帳、更生医療の受給者証▼運転免許の取消
通知書または運転経歴証明書（お持ちの人のみ）▼③
④に該当する人は身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳、特定疾病受給者証のいずれか▼⑤
に該当する人は身体障害者手帳、更生医療の受給者証

申し込み
問い合わせ

役場福祉課（長寿福祉課）
（℡ 35-5379） 役場福祉課（障がい福祉係）（℡ 35-5374）

　町内に住所がある 65 歳以上の人や 40 歳から 64
歳までの公的医療保険に加入している人は、町の介
護保険の被保険者となります。しかし介護保険法施
行法により、障がい関連法・生活保護法などの適用
を受けた入所施設などの適用除外施設に入所し、生
活介護および施設入所支援を受けているなどの要件
を満たす人については、介護保険の被保険者に該当
しないとされています。これにより、介護保険料ま
たは医療保険料の介護分がかからなくなりますが、
介護保険のサービスを利用することはできません。
　そのため対象施設に入所する場合や、その施設を
退所する場合または入所した人が 40 歳になった場

合などは、14 日以内に役場へ届出が必要となります。
届け出を行う際、施設の名称や入退所の日付が分か
る書類を添付していただく必要があります。
■�対象施設　▼指定障害者支援施設▼医療型障害児

入所施設▼療養介護を行う病院▼指定発達支援医
療機関▼救護施設―など
■�届出先・問い合わせ　▼ 65 歳以上の人＝役場福

祉課（℡ 35-5379）▼ 40 歳から 64 歳までの国民
健康保険に加入している人＝役場健康推進課（℡
35-5372）

※国民健康保険以外の公的医療保険に加入している
場合は、加入している各医療保険者へご連絡ください。

介護保険適用除外施設の
入退所時には届出が必要です！
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農
地
や
農
村
環
境
を
守
る
共
同
活
動
を
支
援

交
付
金
の
使
い
方　

　

地
域
で
話
し
合
っ
て
作
成
し
た

計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
活
用

で
き
、
参
加
者
の
日
当
や
必
要
な

資
材
の
購
入
費
な
ど
に
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
令
和
６
年
度
以
降

に
新
規
で
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
地
区
・
組
織
は
、４
月
26
日（
金
）

ま
で
に
役
場
産
業
振
興
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
金
の
対
象
と
な
る
活
動　

①�

地
域
が
主
に
な
っ
て
行
う
農
業

用
施
設
の
維
持
管
理

例�

…
農
地
、
水
路
、
た
め
池
、
農

道
の
草
刈
り
や
泥
上
げ
な
ど

（
日
当
、燃
料
費
、資
材
費
な
ど
）

　
農
地
は
農
作
物
を
得
る
だ
け
で
な
く
、洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
防
止
、

緑
に
あ
ふ
れ
た
農
村
環
境
の
景
観
づ
く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。
国
や
県
、
町
で
は
そ
の
よ
う
な
機
能
を
守
る
た
め
、
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
よ
り
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

②
地
域
ご
と
に
行
う
共
同
活
動

例�

…
▼
農
道
、
水
路
、
た
め
池
の

軽
微
な
補
修
（
日
当
、資
材
費
）

▼
レ
ン
ゲ
や
コ
ス
モ
ス
、
ひ
ま

わ
り
な
ど
を
植
え
る
（
日
当
、

種
苗
代
、
消
耗
品
費
）
▼
農
業

者
と
非
農
業
者
と
が
農
作
業
を

通
じ
て
交
流
す
る
（
会
場
代
、

茶
代
）

③�

老
朽
化
し
た
農
業
用
施
設
の
大

規
模
な
改
修
費
用

例�

…
▼
農
道
の
補
修
・
舗
装
や
水

路
、
た
め
池
の
改
修
▼
田
の
取

水
口
、
給
水
栓
、
進
入
路
（
果

樹
園
も
可
）
の
改
修
▼
水
路
な

ど
の
安
全
施
設
（
転
落
防
止
用

フ
ェ
ン
ス
）
の
設
置
・
修
繕

状況 ①農地維持支払
資源向上支払

②共同活動 ③施設の長寿命化
田 3,000 円 2,400 円 4,400 円
畑 2,000 円 1,440 円 2,000 円

【交付単価（対象面積 10アール当たり上限単価）】

※活動内容により単価が変わりますので、詳細についてはお問い合わせ
ください。

【問い合わせ】
役場産業振興課（℡ 35-5384）

■対象者　町内の認定農業者および農業者団体
※ JA 鳥取中央組合員については、対象品目ごと
に生産部で取りまとめています。
■�対象品目　梨（二十世紀）、ブドウ、イチゴ、

スイカ、メロン、ホウレンソウ、梅
■��補助内容・補助率　▼苗木・土壌改良材購入

＝３分の２▼棚・かん水施設更新＝２分の１
▼栽培用ハウス機能向上＝２分の１▼貸与を
目的とした老朽ハウス改修＝３分の１▼梨の
改植＝３分の１

■��条件
①�事業完了後からおおむね５年以上の営農の意

志があること
②令和７年３月末までに事業完了すること
■��必要書類　見積書、施工前の写真、ほ場位置

の分かるもの、販売実績資料
■��申請方法　役場産業振興課で聞き取りを行

い、申請書類を作成
■�提出期限　４月 19 日（金）
■�問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5384）

苗木購入および設備の機能強化
などに係る費用の一部を補助！
特産農産物の生産振興を図るため、必要な費用の一部を補助します。
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　令和５年８月８日にハワイ州マウイ島で発生した
大規模な山火事では、約 100 人が犠牲になるなど、
過去 100 年間におきた米国の山火事で、最悪の被害
をもたらしました。町では、マウイ郡への復興支援
として、８月 29 日から 10 月 20 日にかけて義援金
を募集しました。
　その結果、546,968 円の義援金をお寄せいただき、
町の見舞金 50 万円と合わせて、総額 1,046,968 円を
マウイ島の救済活動や復興支援などに活用すること
を目的に設立され、ハワイ州やマウイ郡が推奨する

「マウイストロング基金」に送金しました。
　ご協力いただいた多くの皆様のあたたかいご支援
に感謝を申し上げるとともに、マウイ郡の１日も早
い復興を心よりお祈り申し上げます。

マウイ島大規模火災
義援金のお礼とご報告

　東郷小学校の計画委員会が募金活動を行い、集まっ
た義援金を寄付してくださいました。
　6 年生の小川徹真さんと高橋綾芽さんが代表で「被
災された人に役立ててもらおうという思いで集めま
した。いち早い復興を心から祈っています」と話さ
れました。

東郷小学校から
被災地に寄付

　令和５年産の湯
梨浜町うまい梨づ
くり共進会表彰が
行われ、東郷二十
世 紀 梨 の 出 荷 量、
糖度、秀率、果重
を 審 査 し た 結 果、
10 人の生産者が表
彰されました。（敬称略、カッコ内は果実支部名）
▼�特別表彰＝土井達行（別所）、村田益美（別所）、

堀優一（宇谷）、山根一伸（国信）
▼�優秀賞＝ 﨑大義（中興寺）、山田清生（藤津）
▼�優良賞＝森田久好（川上）、津村謙治（羽衣石）、

宇佐美一夫（中興寺）、中山健一（別所）

栽培技術および経営改善意欲を高揚

　介護予防活動団体表彰式が２月 27 日、役場で行
われ、介護予防のためのサロン活動を５年以上続け
ている四つの団体に対して町から表彰しました。
　今回表彰された団体は次のとおりです。
【�団体】長瀬中部クラブ、門田いきいきサロン、舎人

地区ふれあいサロン、温泉いきいきサロン

■最優秀作品
【一般の部（俳句）】

散歩道　孫の手を借り　杖替わり
（前田晴美さん）
【一般の部（川柳）】

リビングに　集う家族の　笑い声
（牧野由香さん）
【中学生の部（標語）】

喜怒哀楽　分かち合える　家族の絆
（湯梨浜中学校１年　岸本結愛さん）
【小学生高学年の部（標語）】

家族の日　笑顔いっぱい　あふれる日
（羽合小学校４年　高橋凛さん）
【小学生低学年の部（標語）】

おてつだい　ぼくもかぞくを　たすけるぞ
（東郷小学校１年　濱田宗介さん）
■問い合わせ
　役場まちづくり企画課（℡ 35-5311）

「
ゆ
り
は
ま
家
族
の
日
」
入
賞
作
品
が
決
定

　
昨
年
11
月
の
「
ゆ
り
は
ま
家
族
の
日
」
に

合
わ
せ
て
募
集
し
て
い
た
、
家
族
を
テ
ー
マ

に
し
た
俳
句
な
ど
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
。
入
賞
作
品
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

うまい梨づくり共進会表彰

（左から）長瀬中部クラブ、門田いきいきサロン、
舎人地区ふれあいサロンの代表者

東郷小学校の計画委員会の皆さん

地域の元気づくりに貢献
介護予防活動団体表彰式
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公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

信

館
民

通

湯
梨
浜
文
芸

今
月
の
一
句
・
一
首

【中央公民館泊分館】
●青梅展
　４月１日（月）～４月 18日（木）

日�時　４月 19 日（金）
　８時～ 12 時 30 分
集合場所　中央公民館泊分館
コ�ース　倉吉市役所関金庁舎～旧泰久寺

駅跡～山守トンネル～旧泰久寺駅跡の
約 4.6km
講師　（一社）倉吉観光 MICE 協会
参加費　1,000 円（ガイド料）
定員　先着 20 人
申込期限　４月８日（月）
申�し込み・問い合わせ
　中央公民館泊分館

旧国鉄倉吉線廃線跡ウオーキング
～心地よい自然の音でリラックス～

ロ
ビ
ー
展

日時　４月 22 日（月）
　９時 30 分～ 12 時
場所　中央公民館羽合分館
講�師　鎌田忍さん
　（kamama house）
参加費　600 円（材料代）
定員　先着 15 人
持�ち物　保冷バッグ、保冷剤、エプロン、

マスク、三角巾、手拭きタオル
申込期限　４月 15 日（月）
申し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館

春のパンづくり教室
～桜あんぱん～

あ
や
め
句
会

山
畑
の
な
ぞ
へ
を
転
げ
落
つ
春
日　
　
　
　
　
　
　
　

椋　

誠
一
朗

ま
つ
す
ぐ
に
上
る
野
煙
里
う
ら
ら　
　
　
　
　
　
　
　

椋　
　

則
子

み
づ
う
み
に
優
し
さ
戻
り
水
温
む　
　
　
　
　
　
　
　

中
前　

惇
子

香
に
抱
か
れ
名
立
た
る
梅
の
里
日
和　
　
　
　
　
　
　

長
安　

節
子

春
の
野
に
幸
せ
さ
う
に
人
集
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

恒
代 

よ
り
そ
へ
ば
梅
馥ふ

く
い
く郁

と
笑
み
返
す　
　
　
　
　
　
　
　

真
山　

昭
子

早
咲
の
花
に
飛
ぶ
も
の
集
め
を
り　
　
　
　
　
　
　
　

福
羅
加
代
子

湖
風
に
香
り
立
ち
上
ぐ
梅
の
渓た

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

圓
山　

淳
子

と
り
ど
り
の
園
児
の
帽
子
花
菜
風　
　
　
　
　
　
　
　

定
常
ま
ゆ
み

梅
園
の
石
に
腰
か
け
風
を
聴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

治

級
友
と
別
れ
ゆ
く
背
に
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
木　

文
子

春
め
く
や
腰
を
下
ろ
せ
ば
鳥
も
寄
る　
　
　
　
　
　
　

山
本　

和
子

も
の
の
芽
の
背
伸
び
し
て
ゐ
る
青
き
空　
　
　
　
　
　

和
田
田
鶴
子

満
開
の
河
津
桜
に
走
り
寄
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

年
子

き
の
ふ
よ
り
少
し
大
人
に
土
筆
伸
ぶ　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

典
子

日時　５月 10 日（金）
　14 時～ 15 時 30 分
場所　中央公民館
内容　少人数・初心者向け体験レッスン
講師　岡本真由美さん
　（太極拳準高級指導員）
参加費　無料
定員　先着 10 人
持�ち物　飲み物、タオル、運動のできる

服装
申込期限　５月８日（水）
申し込み・問い合わせ　中央公民館

みんなで楽しく！太極拳教室
～疲れた体と心をリフレッシュ‼～
みんなで楽しく！太極拳教室

～疲れた体と心をリフレッシュ‼～
旧国鉄倉吉線廃線跡ウオーキング
～心地よい自然の音でリラックス～

春のパンづくり教室
～桜あんぱん～
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／１日、８日、15 日、22 日、

26 日、30 日

おはなし会
1 ４月 20 日（土）
■場所　羽合図書室　
■�内容　 読 み 聞 か せ グ ル ー プ

「グーチョキパー」のみなさん
による絵本の読み聞かせ

2 ４月 27 日（土）
■場所　しおさいプラザとまり
■�内容　図書館職員によるおは

なし会
3 ４月 28 日（日）
■場所　町立図書館
■�内容　図書館職員による絵本

の読み聞かせと簡単工作
※ 開 催 時 間 は 全 て、10 時 30 分
から 11 時までです。

４月の特集コーナー
【町立図書館】
ガ�ーデニング特集　暖かい日差しが降り注ぐ春です。ガーデニングや野

菜づくりを楽しみましょう。
も�ぐもぐパン特集　４月 12 日は「パンの記念日」です。作ったり食べたり、

いろいろなパンの本を集めました。
子�どもの読書の日　４月 23 日の「子ども読書の日」に合わせて、名作

から新作まで絵本や児童書を集めました。
【羽合図書室】
音�楽特集　さまざまなジャンルの音楽に関する小説やエッセイ、実用書、

マンガ本を集めてみました。
【しおさいプラザとまり】
自�然観察特集　春、身近な生き物たちを観察してみませんか。自然をよ

り楽しむことのできる本を集めました！

図書館
だより

進め！

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
遠
藤
で
す
。
最
近
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
で
の
記
事
公
開
の
開
始

　
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
と
は
、
文
章
と
画
像

に
よ
る
記
事
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ

ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
、
ブ
ロ
グ
に
少
し

似
て
い
ま
す
。

　
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
で
は
、
主
に
地
方
移
住
を
考
え
て
い
る
人
に

向
け
て
、町
を
移
住
先
候
補
の
一
つ
に
し
て
も
ら
う
べ
く
、

体
験
記
や
取
材
、
協
力
隊
の
活
動
や
空
き
家
情
報
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
記
事
を
書
い
て
い
き
ま
す
。
町

内
に
お
住
ま
い
の
人
に
と
っ
て
も
発
見
が
あ
る
よ
う
な
記

事
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
協
力
隊
カ
フ
ェ

　
毎
月
第
３
金
曜
日
14
時
か
ら
16
時
に
、
松
崎
駅
前
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み
で
、
協
力
隊
カ
フ
ェ
と
い
う
交
流

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
は
月
替
わ

り
で
、
自
家
焙
煎
し
た
世
界
各
地
の
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す

る
予
定
で
す
。
協
力
隊
と
話
し
て
み
た
い
と
い
う
人
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
空
き
家
活
用
相
談
会

　
毎
月
第
２
水
曜
日
10
時
か
ら
12
時
に
、
中
央
公
民
館
羽

合
分
館
で
、
空
き
家
活
用
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
多
く
の
ご
相
談
を
頂
き
ま
し
た
。
空
き
家
の
利
活

用
で
お
困
り
の
人
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

協力隊 ～地域おこし協力隊通信～
vol.97

新着図書情報　１月から２月にかけて入荷した本の一部をご紹介します。
『墓じまいラプソディ』／垣谷美雨
『ともぐい』／河﨑秋子
『源氏物語の人物図鑑』／竹内正彦監修
『名作映画で読み解く世界史』／本村凌二
『認知症の人にラクに伝わる言いかえフレーズ』／佐藤眞一　など

特設コーナー
　毎年４月２日は国連の定めた「世界自閉症啓発デー」です。また、日
本では４月２日から８日までの１週間を「発達障がい啓発週間」とし、
皆さんに自閉症・発達障がいを理解していただく機会としています。
　自閉症・発達障がいは、脳機能の発達に起因する生まれつきの障がい
ですが、周囲の理解や協力によって本人の負担を和らげ
ることができます。町立図書館では、障がいへの理解を
深めていただくため、３月 30 日（土）から４月 16 日（火）
まで啓発展示コーナーを設置しています。ぜひご覧くだ
さい。
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が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
人
々
の

不
安
に
つ
け
こ
む
デ
マ
や
不
確
か
な
情

報
・
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
な
ど
に
よ
り
、

人
を
傷
つ
け
る
言
動
が
広
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
、
災
害
時
に
配
慮
や
支

援
が
必
要
な
人
が
い
な
い
か
、
考
え
て

お
く
こ
と
も
大
切
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
災
害
」
と
「
人
権
」
は
切
り
離
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
人

権
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
「
災
害
へ
の

備
え
」
の
一
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け

て
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
夕
焼
け
」
の
ご
紹
介

　

こ
の
作
品
で
は
、
地

域
で
お
互
い
を
気
に
か

け
、
人
と
人
が
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
が
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
家

族
が
抱
え
る
問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る

様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
は
、
町
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
16
時
10
分
ご

ろ
、
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
、
最
大
震
度
７
の
地

震
が
発
生
。
能
登
半
島
を
中
心
に
多
く

の
建
物
が
崩
壊
し
、
輪
島
市
で
は
火
災

も
発
生
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る
と
、
多

く
の
人
が
傷
つ
き
困
難
を
感
じ
る
た

め
、
周
り
を
気
遣
う
余
裕
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
は
、
避

難
の
段
階
か
ら
支
援
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
視
聴
覚
障

が
い
の
あ
る
人
や
、
外
国
人
は
、
避
難

所
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と

町教育委員会生涯学習・人権推進課
（℡35-5369）

～広げよう　優しい心と　明るい笑顔～
人権教育シリーズvol.142

　

松
崎
の
西
向
寺
に
は
、
昭
和
27
年
に

別
所
の
浅
田
愛
蔵
氏
が
私
費
を
投
じ
て

建
立
し
た
因
幡
二
十
二
士
（
途
中
で
２

人
減
っ
た
た
め
「
二
十
士
」
と
呼
ぶ
の

が
通
例
）
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

後
世
の
人
々
に
、
こ
の
碑
を
通
し
て
深

く
歴
史
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う

故
人
の
遺
志
か
ら
で
す
。

　

因
幡
二
十
士
事
件
は
、
文
久
３
（
１

８
６
３
）
年
に
京
都
の
本ほ

ん
こ
く
じ

圀
寺
に
お
い

て
、
鳥
取
藩
の
重
臣
が
、
尊
王
を
叫
ぶ

同
じ
藩
の
二
十
士
に
襲
わ
れ
た
事
件
で

す
。
事
件
に
は
、
町
に
関
係
の
あ
る
３

人
の
人
物
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
の
人
物
と
し
て
、
松
崎
を

治
め
て
い
た
鳥
取
藩
の
家
老
・
和
田
邦

之
助
で
す
。
事
件
当
日
、
河
田
佐
久
馬

ら
首
謀
者
は
、
邦
之
助
に
相
談
を
持
ち

掛
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
問
題

と
な
っ
て
、
後
に
邦
之
助
は
松
崎
で
謹

慎
処
分
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
は
橋
津
の
下
天
野
屋
・
中
原
吉
兵

衛
で
、
二
十
士
達
が
鳥
取
の
幽
閉
先
か

ら
脱
走
し
た
際
、
吉
兵
衛
な
ど
の
協
力

に
よ
り
長
州
を
目
指
し
て
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
途
中
出
雲

の
手た

い結
の
浦
で
吉
兵
衛
の
息
子
忠
次
郎

が
、
重
臣
遺
族
の
あ
だ
討
ち
に
よ
っ
て

討
ち
死
に
す
る
と
い
う
、
悲
し
い
結
末

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
石
脇
の
伊い

お

の

王
野
坦た

い
ら

で
す
。
坦

は
多
才
で
、
我
が
国
最
初
の
西
洋
医
学

の
手
本
『
察さ

つ
び
ょ
う
き
か
ん

病
亀
鑑
』
を
訳
し
て
い
ま

す
。
藩
の
周し

ゅ
う
せ
ん
か
た

旋
方
と
し
て
藩
主
の
た
め

の
情
報
収
集
や
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

特
に
因
幡
二
十
士
の
後
始
末
に
功
が

あ
っ
た
と
し
て
、
後
に
久
美
浜
県
（
現

京
丹
後
市
）の
知
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
因
幡
二
十
士
の
背
景

に
、
ち
ょ
う
ど
東
郷
・
羽
合
・
泊
の
三

地
域
か
ら
深
く
関
わ
っ
た
人
物
が
い
た

の
は
非
常
に
興
味
深
い
と
い
え
ま
す
。

県
文
化
財
保
護
指
導
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

川
田
信
行（
漆
原
）

因
幡
二
十
士
事
件
と
わ
が
町
の
関
係

　
外
国
人
の
人
権

因幡二十二士の碑
（西向寺）

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　
令
和
６
年
度
事
業
開
始

共に生きる―
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　こんにちは！　国際交流員のジャックです。
今年に入って、あっという間に 4月になりまし
たね。新生活を始める人が多いと思いますが、
私もあと 4カ月で町の国際交流員の任期を終
え、次のステップに進みます。残された時間を
うまく活用しながら、皆さんとのつながりを大
切にし、交流できる機会をたくさん作っていき
たいと思います。よろしくお願いします。
　このコラムで皆さんに随時報告しています
が、私が町に着任して間もないころに、国際交
流員の任期満了までに 47都道府県を一周する
計画を立てました。計画は順調に進んでおり、
残すは九州の５県、佐賀県、長崎県、熊本県、
大分県、鹿児島県のみとなりました。予定どお
りにいけば、５月にも目標達成できそうです。
　さらに、今回の計画では各地の魅力や文化を
しっかり体験することを目的にしているため、
行く前に必ずイベント情報も調べておくように
しています。先日、山形県で開催されたイベン
トに参加すると、地元テレビ局の人に声を掛け
られ、取材に応じました。「鳥取県からきたア
メリカ人です。山形県には初めて来ました」と

英会話教室を開催します

自己紹介をしたところ、珍しい組み合わせだっ
たせいか、とても驚かれました（笑）。また、
青森県では、有名な会社のCM撮影の現場に遭
遇し、撮影に参加してほしいと依頼されたので、
参加したところ、数カ月後になんと放送される
ことになりました。こういった取材や撮影が得
意なわけではないのですが、とても良い思い出
になりました。
　次に報告するときには、47 都道府県一周計
画を達成した感想と振り返りを皆さんと共有で
きたらと思っていますので、どうぞお楽しみに。
それでは、九州に行ってきます！
グローカルカフェ
　グローカルカフェは、さまざまな国の人と気
軽にお話ができる場として、私と町国際交流協
会の皆さんで定期的に運営しています。今回は
４月 13 日（土）の 13 時 30 分から 16 時 30
分まで、ハワイアロハホールで開催します。私
と会ってみたい、話してみたいという人は、ぜ
ひ一緒にお茶を飲みながら話しましょう。出入
自由・参加費無料・申し込み不要なので、お気
軽にお越しください。

富山県の黒部ダム

■対象　町内に在住または勤務している人
■�期間 ５月 7 日～６月 25 日、９月 10 日～ 11 月５

日の毎週火曜日（5 月 28 日、10 月１日、８日は休み）
▼小学生クラス（小学 4 年生以上）
　18 時～ 18 時 50 分
▼一般クラス（中学生以上）　19 時～ 20 時
■場所　ハワイアロハホール
※ ６月 11 日のみ中央公民館羽合分館
■募集人数　各クラス 20 人程度
※ 申し込み多数時は抽選

■募集期限　４月 19 日（金）必着
■受講料　無料
■�申込方法　申込書を記入の上、役場まちづくり企

画課および東郷・泊各支所、中央公民館および各
分館に提出してください。申込書は提出場所に備
え付けているほか、町ホームページからも取得す
ることができます。
■申し込み・問い合わせ　役場まちづくり企画課
　（℡ 35-5311、FAX35-3697、電子メール：ykikaku@
yurihama.jp）

山形県蔵王の樹氷と一緒に撮った思い出の一枚

国際交流員ジャック・グレンの
雑談コーナー

ジャックと
豆知識

Final Countdownvol.28
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地域文化・スポーツの発展に貢献
日本海新聞ふるさと大賞 2023

　県中部地区出身で自衛隊に入隊、入校する
人の激励会が３月９日、ハワイアロハホール
で行われました。
　参加した山本蒼舞さんは「人に頼られる自
衛官になるため、一つ一つの訓練をがんばり
ます」と決意を語られました。町内の入隊者・
入隊先は以下のとおりです。（敬称略）
▼津村紘華＝海上自衛隊佐世保教育隊
▼山口大輝＝陸上自衛隊松山駐屯地
▼香川心來＝陸上自衛隊大津駐屯地
▼山本蒼舞＝陸上自衛隊松山駐屯地

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

入隊予定者にエールを送る
県中部地区自衛隊入隊・入校予定者激励会

　地域貢献やスポーツで功績を挙げた団体・個
人に贈られる「日本海新聞ふるさと大賞 2023」
の表彰式が、２月 24 日に役場で行われました。
　地域貢献賞は、地域の歴史や文化を中心に調
査・研究を行い、学習会や講演会を開催する「東
郷歴史研究会」と、花植えや草取りなどの維持
管理を通じた美化活動など地域の景観向上に貢
献する「泊潮風クラブ」が受賞しました。
　スポーツ功労賞は、IBTF 世界バトントワーリ
ング選手権大会のトゥーバトン女子ジュニア部
門で３位、アーティスティックペアジュニア部
門で４位に輝いた前田恵舞さんと、全国ベテラ
ン卓球ゆりはま東郷大会や町民卓球大会の企画
運営などで競技の発展に尽力する「湯梨浜町卓
球部」が受賞しました。ふるさと大賞を受賞された皆さん

激励会に参加した入隊予定者と関係者

持続可能なまちにするために
町SDGs セミナー

　町 SDGs セミナーが３月 17 日、活性化セン
ターはまなすで開催されました。
　「SDGs で未来を創ろう」と題したセミナー
では、鳥取 SDGs 伝道師・洋谷友子さんが、防災・
減災のために、原因を少なくする、影響に備
えるといった二つの気候変動対策を講演。ま
た、北溟産業有限会社代表取締役社長・中川
優広さんによる、生ごみの肥料化と放置竹林
や海岸漂着ごみへの課題解決に向けた取り組
みが紹介され、来場者は日々の暮らしででき
る SDGs 達成のための行動を学びました。

SDGs に理解を深める来場者
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身
近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

滝行で日本一祈願に温かい拍手
情報番組が不動滝で撮影

自分らしく笑顔あふれるように

春を告げるウメの花

町男女共同参画フォーラム・WLBセミナー

野花豊後開花

長和田が長瀬西部を下し優勝
町民バドミントン大会

　町特産のウメ「野花豊後」の花が、２月 19
日に開花。例年より２週間早い開花となりま
したが、その後は寒い日が続き、３月 10 日ご
ろに見頃を迎えました。
　町観光協会では、恒例の「野花梅渓散策プ
ラン」を実施。観光客は、高台の梅林からの
東郷池の景色や、ウメの花の甘い香りを楽し
み、春の訪れを感じていました。

　「町男女共同参画フォーラム／ワーク・ライ
フ・バランスセミナー」を２月 25 日、ハワイ
アロハホールで開催しました。
　フォーラムでは TEAM OSEI 代表・佐古晴一
さんが自身の経験を踏まえ、男女の平等につ
いてユーモアを交えながら話され、来場者は、
男女が生活と仕事を両立できる社会になるよ
うに理解を深めました。

　東海地方を放送エリアとする株式会社 CBC
テレビの情報番組「チャント！」の取材陣が
３月４日、漆原の不動滝で滝行の撮影を行い
ました。
　近年、成績不振が続く中日ドラゴンズを応
援しようと、同番組が滝行を企画。毎年７月
７日に滝打たれの行事が伝わる不動滝を選び、
同局の若狭敬一アナウンサーが白装束に身を
まとい滝行に挑みました。
　若狭アナウンサーは、大勢の地域住民が見
守る中「ドラゴンズ優勝、日本一！」と大声
で祈願をしながら滝に打たれ、滝行の後は温
かい拍手喝采を浴びていました。

　町民バドミントン大会が３月３日、東郷湖
羽合臨海公園あやめ池スポーツセンターで５
年ぶりに行われました。
　大会には、団体 17 チーム、個人 11 ペアが
出場。ネット際での攻防やシャトルに食らい
つく選手が見られ、熱い戦いが繰り広げられ
ました。
　上位の成績は次の通りです。（敬称略）
【団体の部】①長和田②長瀬西部③長瀬中部・

はわい長瀬団地・久留東、湯梨浜中泊チーム【個
人の部】①谷脇忠久・川本蒼馬（漆原）②津
村喜章・中山和弘（筒地）③会見康範・松本
栄一（長和田）、佐々木康寿・土海修司（長和田）

サーブを打つ選手

男女平等について話す佐古さん

滝行を終え地域住民と話す若狭アナウンサー

梅林と東郷池

29 広報ゆりはま



くらしの情報
information

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

募�

集
期
間　

▼
１
次
募
集
＝
４
月
１

日
（
月
）
～
12
日
（
金
）
▼
２
次

募
集
＝
４
月
24
日
（
水
）
～
５
月

10
日
（
金
）

※
１
次
募
集
に
は
、
町
が
定
め
る
優

先
入
居
者
の
み
応
募
で
き
ま
す
。
２

次
募
集
に
は
、
入
居
資
格
の
あ
る
人

は
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
上
町
団
地
（
松
崎
５
５
７
番
地
、

５
９
０
番
地
１
）】

�
概�

要　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
令

和
６
年
築　
２
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｄ
Ｋ

募�
集
戸
数　

▼
１
次
募
集
＝
２
Ｄ
Ｋ

１
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
：
１
戸
▼
２
次
募

集
＝
２
Ｄ
Ｋ
：
１
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
：

２
戸

家�

賃　

所
得
お
よ
び
世
帯
構
成
な
ど

に
よ
り
町
が
決
定
し
ま
す
。

注�

意　

申
し
込
み
に
当
た
り
、
収
入

な
ど
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

駐
車
場
は
、
１
部
屋
に
つ
き
１
台

分
と
な
り
ま
す
。
２
台
目
以
降
は
、

駐
車
場
の
空
き
状
況
に
よ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
８
）

　

青
少
年
育
成
湯
梨
浜
町
民
会
議

は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
の
実
施
、
研
修
会
の
開
催
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
あ
い
さ
つ

運
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
内
容
は
下

記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み　

興
味
の
あ

る
人
は
下
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ご
登

録
い
た
だ
く
か
、
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
鳥
取
支
部
の
保
険
料
率
に
つ
い

て
、令
和
６
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
健
康
保
険
料
率
】

　
（
変
更
前
）
＝
９・８
２
％

　
（
変
更
後
）
＝
９・６
８
％

【
介
護
保
険
料
率
】

　
（
変
更
前
）
＝
１・８
２
％

　
（
変
更
後
）
＝
１・６
０
％

備�

考　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）

は
、
健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険

料
率
が
加
わ
り
ま
す
。
ま
た
賞
与

に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が
３
月
１

日
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
５ｰ

０
０
５
１
）

　
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

役
場
町
民
生
活
課
窓
口
延
長

スマホで読める

『広報ゆりはま』
右の二次元コードを読
み取り、アプリ「マチ
イロ」をダウンロード！

android 版

iOS 版

　
「
参
加
し
て
み
た
い
が
チ
ー
ム
を

組
め
な
い
」
な
ど
の
場
合
は
参
加

チ
ー
ム
を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
大
会

要
項
、
参
加
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間
（
予
定
）　

　
５
月
８
日
（
水
）
～
10
月
下
旬

会
場　
東
郷
運
動
公
園　
野
球
場

申
込
期
限　
４
月
19
日
（
金
）

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
役
場
町
民

生
活
課
ま
た
は
東
郷
・
泊
各
支
所
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
内
見
は
、
平
日

９
時
か
ら
16
時
ま
で
可
能
で
す
の
で
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

は
月
額
１
万
６
９
８
０
円
で
す
。
保

険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
納
付
が
困
難

な
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）

　
日
本
年
金
機
構
倉
吉
年
金
事
務
所

　
（
℡
２
６ｰ

５
３
１
１
）

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

活
動
な
ど
を
行
う
４
人
以
上
の
団

体
を
対
象
と
し
て
、
活
動
中
と
そ
の

往
復
途
上
の
傷
害
事
故
・
賠
償
責

任
を
負
う
事
故
を
補
償
す
る
も
の

で
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.sportsanzen.
org

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
鳥
取
県
支
部

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
６ｰ

７
８
０
２
）

　
３
月
１
日
か
ら
本
籍
地
以
外
の
市

区
町
村
の
窓
口
で 

戸
籍
証
明
書
・
除

籍
証
明
書
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

請�

求
で
き
る
人

　

本
人
、
配
偶
者
、
父
母
、
祖
父
母

な
ど （
直
系
尊
属
）、子・孫
な
ど
（
直

系
卑
属
）

　
た
だ
し
、
戸
籍
証
明
書
な
ど
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
市
区
町

村
の
窓
口
で
請
求
す
る
必
要
が
あ
り

募

集

日
時　
４
月
24
日
（
水
）　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、町
税・水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
２
日
前
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
軟
式
野
球
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
大
会

ま
す 

。
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
本
人
確
認
の
た
め
、
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
提

示
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

支�

給
額　
▼
全
部
支
給
＝
４
５
５
０

０
円
▼
一
部
支
給
＝
４
５
４
９
０

円
～
１
０
７
４
０
円

第�

２
子
加
算
額　
▼
全
部
支
給
＝
１

０
７
５
０
円
▼
一
部
支
給
＝
１
０

７
４
０
円
～
５
３
８
０
円

第�

３
子
以
降
加
算
額　
▼
全
部
支
給

＝
６
４
５
０
円
▼
一
部
支
給
＝
６

４
４
０
円
～
３
２
３
０
円

問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
３
）

　
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
を
支
援

し
ま
す

対�

象
者　

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
在
宅
高
齢
者
を
介

護
し
て
お
り
、
申
請
日
時
点
で
非

課
税
世
帯
で
あ
る
同
一
世
帯
の
家

族
。
た
だ
し
、
在
宅
高
齢
者
が
独
居

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ

て
も
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る
町
民

税
非
課
税
世
帯
の
家
族
が
介
護
に
当

た
っ
て
い
れ
ば
、
同
一
世
帯
と
み
な

し
、
対
象
と
し
ま
す
。

戸
籍
謄
本
な
ど
の
広
域
交
付

町
営
住
宅
入
居
者

青
少
年
育
成
湯
梨
浜
町
民
会
議

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
の
変
更

国
民
年
金
保
険
料
の
変
更

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

児
童
扶
養
手
当
の
額
改
定

お
し
ら
せ

家
族
介
護
用
品
購
入
費
助
成
事
業
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春
の
農
作
業
安
全
運
動

雪

害

復

旧

事

業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

くらしの情報 information

�

対�

象
者　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

①�

要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人

②�

医
療
機
関
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て

い
る
人

③�

町
が
実
施
す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人

開
催
日
時　
毎
週
月
・
水
曜
日

　
13
時
15
分
～
14
時
15
分

※
春
休
み
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・

夏
休
み
・
冬
休
み
期
間
は
除
き
ま
す
。

使
用
有
効
期
限

　
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て

６
カ
月
を
経
過
し
た
月
の
末
日
ま
で

※
最
終
の
使
用
有
効
期
限
は
３
月
末

日
ま
で

助
成
枚
数　

　
１
人
12
枚
（
１
枚
３
０
０
円
）

※
年
度
に
１
回
限
り

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
９
）

�

対�

象
団
体　
次
の
全
て
の
要
件
に
該

当
す
る
団
体

①�

団
体
の
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ

る
こ
と

②�

団
体
の
構
成
員
の
半
数
以
上
が
町

内
に
在
住
し
、
在
勤
し
、
又
は
在

学
し
て
い
る
こ
と

③�

団
体
の
代
表
者
が
18
歳
以
上
で
あ

る
こ
と

　
た
だ
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
お

申
請
期
限　
４
月
19
日
（
金
）

そ�

の
他　
原
則
と
し
て
令
和
６
年
度

内
に
復
旧
を
完
了
す
る
こ
と
。
ま

た
復
旧
後
は
お
お
む
ね
７
年
以
上

の
営
農
継
続
に
努
め
る
こ
と

問
い
合
わ
せ　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

　　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
」
期
間
で

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
農
作
業
中

の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

安
全
フ
レ
ー
ム
付
き
の
ト
ラ
ク
タ
ー

を
使
用
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ　

県
農
作
業
安
全
・
農

機
具
盗
難
防
止
協
議
会

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
１ｰ
２
６
０
７
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

や
申
請
、
更
新
の
た
め
、
休
日
に
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

　
な
お
、
証
明
書
発
行
や
転
入
・
転

出
な
ど
の
住
所
異
動
手
続
き
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時

　
４
月
14
日
（
日
）
９
時
～
12
時

場
所　
役
場
町
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
「
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣
」
の
温

水
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
水
中
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
事
業
に
参
加
を
す
る
人
へ
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助�
成
額　
１
枚
２
５
０
０
円
の
助
成

券
を
、
申
請
の
あ
っ
た
月
に
応
じ

て
交
付
し
ま
す
。

▼
４
月
～
７
月
＝
30
枚

　
（
７
万
５
千
円
分
）

▼
８
月
～
11
月
＝
20
枚

　
（
５
万
円
分
）

▼
12
月
～
翌
年
３
月
＝
10
枚

　
（
２
万
５
千
円
分
）

使
用
期
限　
令
和
７
年
３
月
31
日

対�

象
用
品　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り

パ
ッ
ド
、使
い
捨
て
手
袋
、ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

対�

象
業
者　
い
な
い
（
全
店
）、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
（
ハ
ワ
イ
店
）、
あ
さ
ひ

ほ
ー
む
な
ど

申
請
・
問
合
せ
先　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
９
）

　
令
和
６
年
１
月
23
日
以
降
の
大
雪

に
よ
る
農
業
被
害
復
旧
を
支
援
す
る

た
め
該
当
す
る
被
害
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
す
。
被
災
し
た
場
合
は
ほ

場
の
位
置
図
お
よ
び
被
災
し
た
施
設

の
写
真
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対�

象　
大
雪
で
被
害
を
受
け
た
農
業

者
ま
た
は
生
産
組
織
（
Ｊ
Ａ
組
合

員
は
各
生
産
部
で
取
り
ま
と
め
）

内�

容　

次
の
費
用
の
２
分
の
１
（
上

限
額
あ
り
）
を
支
援　

　
▼
販
売
目
的
の
作
物
を
栽
培
し
て

い
る
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス
（
被
覆
材
の

み
の
被
害
は
の
ぞ
く
）、
果
樹
棚
が

全
半
壊
し
た
場
合
の
復
旧
費
用
▼
再

生
産
を
行
う
た
め
の
既
存
施
設
の
撤

去
費
用
▼
果
樹
の
樹
体
損
傷
に
か
か

る
復
旧
費
用

よ
び
町
体
育
協
会
な
ど
の
団
体
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
な
ど

を
町
か
ら
受
け
て
い
る
団
体
は
対
象

外
で
す
。

�

交�

付
金
額　
対
象
経
費
に
２
分
の
１

を
乗
じ
て
得
た
額
（
千
円
未
満
切

捨
、
上
限
３
万
円
、
連
続
３
カ
年

度
を
限
度
）

��

対�

象
事
業　
週
に
１
回
程
度
で
行
う

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
活
動

対
象
経
費

①�

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
必
要
な

用
具
な
ど
の
購
入
費

②�

町
内
施
設
な
ど
の
使
用
料
お
よ
び

賃
借
料

③�

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
保
険
の
保

険
料

④�

大
会
に
参
加
す
る
た
め
の
参
加
費

（
旅
費
、
宿
泊
費
、
食
糧
費
な
ど

を
除
く
）

⑤�

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ

ん
き
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

日�

時　
４
月
11
日
～
25
日
の
月
・
水
・

木
曜
日
13
時
15
分
〜
14
時
15
分

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参�
加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
７
５
）

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

温
泉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
助
成
事
業

町
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援

催
し
も
の
➊

　怪しい副業やアルバイトに関するトラブルが、10 ～ 20 歳代の若者に増えています。
　インターネット上にはさまざまな副業・アルバイトに関する情報が掲載されていますが、簡単に稼げる副業・
アルバイトはないということを認識し、始める前に、家族など周りの人に相談するようにしましょう。
①�怪しい副業・アルバイトでは、「副業をするために必要」などと言われ、登録料やサイト利用料などさまざま
な名目でお金を支払わされるという特徴があります。
②�「荷受代行」・「荷物転送」はアルバイトを装っていますが、提出した運転免許証や健康保険証などを使用され、
不正に携帯電話などを購入するといったケースが報告されています。身分証明書や個人情報を安易に伝えな
いようにしましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）、中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

～簡単に稼げて高収入⁈　うまい話には裏がある～消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
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天
神
川
流
域
一
斉
清
掃

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

料
水

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
】

日�

時　
４
月
11
日
、
25
日

　
い
ず
れ
も
木
曜
日
10
時
～
11
時

参
加
料	

各
回
５
０
０
円

持�

ち
物　

上
靴
、
運
動
の
で
き
る
服

装
、
飲
料
水

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
９
）

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
介
護
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日
時　
4
月
24
日
（
水
）
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

対
象　
認
知
症
な
ど
の
人
の
介
護
者

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
田
畑
児
童
館
Ｊ
パ
ラ
ダ
イ
ス
】

●�

集
団
遊
び
お
た
の
し
み
会

日
時　
4
月
20
日
（
土
）

　
13
時
25
分
～

持�

ち
物　
ハ
ン
カ
チ
、
水
筒

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
制
）

申
込
期
限　
４
月
18
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
町
立
田
畑
児
童
館

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
６
３
）

ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
の
不
具
合
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
▼
音
声
告
知
機
＝
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
＝
鳥
取
中
央
有
線
放
送
㈱
（
℡
０
１
２
０ｰ

８
８ｰ

２
５
６
５
）

【
法
律
】
※
要
予
約

日
時　
４
月
10
日
（
水
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

日�

時
・
場
所　

▼
４
月
９
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

▼
４
月
11
日
、
５
月
２
日
（
木
）

　
13
時
～
15
時
＝
中
央
公
民
館

▼
４
月
16
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
役
場
泊
支
所

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
操
作
や

不
明
点
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
予
約
が
必
要
で
す
。

日�

時　
４
月
９
日
、
23
日
（
火
）

　
13
時
～
16
時

※
１
組
当
た
り
１
時
間
の
相
談

場
所

　
鳥
取
中
央
有
線
放
送

　
株
式
会
社
湯
梨
浜
支
局

予�
約
・
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
タ
ル
・

み
ら
い
戦
略
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

そ
う
だ
ん

日
時 

４
月
21
日
（
日
）
７
時
～

※
小
雨
決
行
。
悪
天
候
に
よ
る
中
止

の
場
合
は
、
４
月
28
日
（
日
）
７
時

に
実
施
し
ま
す
。

場�

所 　
天
神
川
桜
づ
つ
み
公
園
東
屋

ま
た
は
東
郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
内

新
川
区
ト
イ
レ
付
近

問�

い
合
わ
せ　
天
神
川
流
域
一
斉
清

掃
実
行
委
員
会
事
務
局
／
国
土
交

通
省
倉
吉
河
川
国
道
事
務
所
内

　
（
℡ 

２
６ｰ

６
２
２
１
）

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員

は
、
次
の
運
動
教
室
に
参
加
す
る
と
、

１
回
参
加
ご
と
に
10
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
さ
れ
ま
す
。

●
つ
み
た
て
リ
ズ
ム

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

※
４
月
４
日
の
教
室
は
休
み

場
所　
泊
体
育
館

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
で
す
。

内�

容　

リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
講
座

参�

加
費　
５
０
０
円

※
４
月
11
日
は
無
料

●
コ
コ
カ
ラ
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

日�

時　
毎
週
火
曜
日

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
４
月
２
日
、
23
日
の
教
室
は
休
み

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内�

容　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
力

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人

　
（
当
日
受
け
付
け
・
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

※
４
月
９
日
は
無
料

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　

教
室
終
了
後
に
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
混
雑

す
る
場
合
は
、
後
日
入
浴
で
き
る

入
浴
券
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）�

日
時�　
４
月
13
日
（
土
）

　
９
時
30
分
～
　
※
２
時
間
程
度

参
加
費　
７
０
０
円
（
粘
土
代
含
む
）

申
込
期
限　
４
月
11
日
（
木
）

定
員　
12
人
（
事
前
申
込
制
）

注
意
事
項

▼�

エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
い
た
だ
く

か
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
願

い
し
ま
す
。

▼�

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る
べ
く

乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

【
み
ん
な
の
ヨ
ガ
教
室
】

日�

時　

４
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
い
ず
れ
も
月
曜
日
10
時
～
11
時

参
加
費　
各
回
５
０
０
円

定
員　
各
回
12
人

※
子
ど
も
の
同
伴
不
可

持�

ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲

催
し
も
の
➋

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
各
教
室

町
陶
芸
館
体
験
教
室

運

動

教

室

家

族

の

つ

ど

い

初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
よ
ろ
ず
相
談
会

　このほど門田区公民館では、（一財）自
治総合センターが宝くじの社会貢献広報事
業として、宝くじの受託事業収入を財源と
して実施している「コミュニティ助成事業」
を活用し、外壁の改修を行いました。
■問い合わせ　
　役場まちづくり企画課（℡ 35-5311）

宝くじの助成金で
公民館を修繕しました

コミュニティ助成事業
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消

費

生

活

空

き

家

相

談

会

【２月のごみ分別優秀集落】
松崎二、松崎五、野方、白石、漆原、北福、福永、方面、
引地、麻畑、羽衣石、三通田、埴見、佐美、筒地、
泊４、泊５、泊６、光吉、長瀬東部、赤池、上橋津

家庭ごみ    　　　㌧  （ｰ   6.6）191.4

　「蛍光管」「乾電池」「充電池一体型製品」は
「有害ごみ」の日に出してください。不燃ごみ

の日には出せませんのでご注意ください。詳
しくは日程表、分別冊子をご覧ください。

■　蛍光管、乾電池などは ｢有害ごみ」

ごみの量 ２月（前年同月比） 交通事故
件　数　　    　　件  　（  1）
死　者　　    　　人  　（  0）
重傷者　　    　　人  　（  0）
軽傷者　　    　　人  　（  1）

０
０
０
０

２月中まとめ（年間累計）

人　口    　　　　  人　（-   7）
おとこ    　　　　  人　（-   7）
おんな    　　　　  人　（         0）
世帯数    　　　　世帯（+   3）

16,292
7,809
8,483
6,489

２月29日現在（前月比）人の動き

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

調 査 日
　１日
　８日
１９日
２６日

（前年２月：130~170cm）
透 明 度
１３０cm
１４０cm
１３０cm
１３０cm

東郷池透明度調査〔2月〕

もっと身近で
もっと豊かな
東郷池へ

　
町
内
の
空
き
家
を
所
有
・
管
理
さ

れ
て
お
り
、
利
活
用
に
お
困
り
の
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
空
き
家
担
当
が
お
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
予
約

は
不
要
で
す
。

日
時
・
場
所

▼
４
月
10
日
（
水
）
10
時
～
12
時　

＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

▼
４
月
17
日
（
水
）
10
時
～
12
時

＝
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み

▼
４
月
24
日
（
水
）
10
時
～
12
時　

＝
中
央
公
民
館
泊
分
館

問
い
合
わ
せ　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・

　
み
ら
い
戦
略
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
４
１
）

　
専
門
相
談
員
が
悪
質
商
法
や
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
や

ヤ
ミ
金
融
で
の
悩
み
事
な
ど
、
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日�

時　
▼
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▼
月
曜
日
、
祝
・
休

日
の
翌
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
月
曜
日
、
祝
・
休
日
の
翌
日
は
電

話
相
談
の
み
で
す
。

場�

所　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
倉

吉
市
駄
経
寺
町
）

問��

い
合
わ
せ　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ

３
０
０
０
）

【
休
日
急
患
診
療
】

　
▼
内
科
・
小
児
科
（
中
部
休
日
急
患

診
療
所
）
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）
▼

歯
科
（
中
部
歯
科
医
師
会
立
口
腔
衛
生

セ
ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

▼
小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）
10
時
～

13
時
15
分
（
日
・
祝
）

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
10
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：�

２
カ
月
児
～
６
カ
月
児

　
16
日
、
23
日
火
９
時
30
分
～

　
　
手
形
足
形
ア
ー
ト

　
17
日
水
10
時
～
プ
レ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
広
場

　
18
日
、
25
日
木
９
時
30
分
～

　
　
発
育
測
定

　
20
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
24
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
　
対
象
：
６
カ
月
児
～
12
カ
月
児

　
30
日
火
10
時
～
誕
生
会

【
す
ま
い
る
広
場
（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）】

　

15
日
、
22
日
月
、
17
日
、
24
日
水　

　
９
時
30
分
～
好
き
な
遊
び

informationくらしの情報

　県母子寡婦福祉連合会では、ひとり親家庭の母・父および寡
婦を対象に、就業支援講習会事業パソコン講座を開催します。
■日時　６月３日～８月19日18 時30 分～20 時30 分（平日全 20 回）
■会場　有限会社ほうき（倉吉市山根）
※ 東部・西部会場もあります。
■受講料　無料（テキスト代が必要です）
■申込期限　５月１日（水）
■申し込み・問い合わせ
　一般社団法人鳥取県母子寡婦福祉連合会事務局／県立福祉人
材研修センター内（℡ 0857-59-6344）

　町内の小中学校で卒業式が
行われました。
　このうち、羽合小学校では
89 人の児童が卒業し、新たな
生活に一歩を踏み出しました。
　泊小学校は 16 人、東郷小
学校は 50 人、湯梨浜中学校
は 148 人の児童生徒が卒業し
ました。

慣れ親しんだ学びやを巣立つ
ひとり親家庭向けパソコン講座

　県が最新（令和４年）の合計特殊出生率を
公表し、湯梨浜町は 2.15 で県内最高値でした。
合計特殊出生率は 15 歳から 49 歳までの女性
の年齢別出生率を合計した数値。一人の女性
が生涯に産む子どもの数を推計したものです。
令和５年中の出生数は全国・鳥取県とも過去
最少となりましたが、引き続き、子どもを産
み育てやすいまちづくりに取り組みます。

最新の合計特殊出生率 2.15
▼全国 1.26 ▼鳥取県 1.60
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 編
集
・
発
行
／
湯
梨
浜
町
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課

 　
〒
682-0723 鳥

取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
久
留
19
番
地
1

 　
℡
0858 -35 -5306 FAX 0858-35-3697 電

子
メ
ー
ル
koho@

yuriham
a.jp

ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

R2.3.3 生まれ（浜）
（裕司さん・恵美さん）

澤田　真
ま ほ

穂ちゃん
祝4歳　天真爛漫な真穂ちゃん　いつも優しくし
てくれて、お手伝いもたくさん、ありがとうね

R5.3.10 生まれ（白樫）
（洋志さん・聡子さん）

岡本　千
ち は る

遥ちゃん
笑顔の素敵なちーちゃん、1歳おめで
とう　兄弟仲良く楽しく過ごそうね

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ
３・４

だし汁で作る具だくさん味噌汁
♪今日からはじめる減塩レシピ

血圧コントロールで健康を守る！

■材料（４人分）
【だし汁】昆布…５g、かつお節…10g、水…

600ml
【味噌汁】キャベツ…２枚、ニンジン…１

本、白ネギ…１本、シメジ…１株、だし汁…
480ml、味噌…大さじ２
※ 味噌汁の具は、お好みの物を入れて下さい。
■�１人分　エネルギー 57kcal、たんぱく質 2.9g、食塩相当

量 1.2g
■作り方
①�水に昆布をつけ、30 分程おいてから火にかける。沸騰直

前に昆布を引き上げる。
②�沸騰後、かつお節を加え、すぐに火を止める。かつお節

が沈むまで２～３分程度おく。
③�ボウルの中にぬらしたペーパータオルをしいたザルを入

れ、②をゆっくりと流し込みながらこす。
④�キャベツはざく切り、ニンジンは拍子切り、白ネギは斜

め薄切り、シメジは小房に分ける。
⑤�だし汁を沸かし、火の通りにくい物から順番に入れる。
⑥野菜がやわらかくなったら、味噌を溶き入れる。
■減塩ポイント
　だし汁で作るとうまみがアップ！　野菜をたくさん入れ
ると甘味も増えます。１人分の味噌汁は、だし 120ml、味
噌は大さじ 1/2 を目安にしましょう。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

R3.4.20 生まれ（長瀬西部）
（幸弥さん・菜々さん）

梅田　莉
り は ね

羽ちゃん
りねちゃん 3歳おめでとう 
たくさん遊んで大きくなってね ！

　住所・氏名・生年月日・保護者氏名・
電話番号・35 字程度のコメントを
添えて、メールにて役場デジタル・
みらい戦略課にお申し込みくださ
い。掲載後には、A4 版の拡大写
真をプレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、役
場デジタル・みらい戦略課へご確
認ください。
※ A4 版の拡大写真は、画像が粗
くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【５月生まれの締め切り】
４月５日金（先着順）

2024年
4月
　
vol.235

R4.4.22 生まれ（松崎三）
（辰哉さん・葉子さん）

野口　晃
こ う

生ちゃん
2歳おめでとう　もりもり食べて、
いっぱい遊んで大きくなってね

R5.4.19 生まれ（長瀬中部）
（晴輝さん・芽生奈さん）

河本　凪
な ぎ

生ちゃん
1歳おめでとう　いつもかわいい
笑顔に癒やされてるよ　大好き♪

R5.4.9 生まれ（東田後）
（権治さん・里奈さん）

谷川　律
お と は

羽ちゃん
1歳おめでとう　笑顔いっぱいでいつ
も楽しいね　元気に大きくなーれ★♪

R5.4.10 生まれ（埴見）
（将樹さん・佳菜子さん）

林　日
ひ な み

菜実ちゃん
1歳おめでとう　いっぱい食べていっ
ぱい遊んですくすく大きくなってね

！

！ ！★

！

♪
！

♪

！

♪

公式サイトで詳細をチェック！（下記二次元コード）

カラー

モノクロ

問鳥取県地域社会振興部美術館   ☎（0858）47-3011

2025年3月30日 開館！2025 3 302025年3月30日 開館！2025 3 30

フリーペーパー「Pass me！」電子版公開中
県立美術館のこれまでのあゆみを見られます。

ついに建物完成！３月３１日竣工
完成した建物外観をぜひ、現地でご覧ください！

パスミー

公式サイトで詳細をチェック！（下記二次元コード）

問鳥取県地域社会振興部美術館   ☎（0858）47-3011

2025年3月30日 開館！2025年3月30日 開館！

フリーペーパー「Pass me！」電子版公開中
県立美術館のこれまでのあゆみを見られます。

ついに建物完成！３月３１日竣工
完成した建物外観をぜひ、現地でご覧ください！

パスミー

倉吉市駄経寺町2-3-12（倉吉パークスクエア東側）

倉吉市駄経寺町2-3-12（倉吉パークスクエア東側）

広
報
ゆ
り
は
ま

足跡

　羽合小学校の卒業式
では、卒業生の顔と将
来の夢がスクリーンに
映し出されており、当
時、わたしは人を笑顔
にすることを夢にして
いたことを思い出しま
した。読む人が笑顔に
なるような広報をつく
りたいと思います。

　羽衣石に伝わる「天女伝説」をコーラスと語りでつづるコ
ンサート（９月 28日開催）のコーラス仲間を募集します。　
■練習予定　月一回（日曜日）
■応募・問い合わせ　コンサート事務局（土井）
　（℡ 090-5375-6349）

「羽衣石　天女の物語」を
一緒に歌いませんか！
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